
サ
行
書
語
頭
自
然
地
名
の

一
研
究

-

ス
サ
ノ
ヲ
神

の

一
側
面

1

A

S
t
u
d
y

of
J
a
p
a
n
e
se

Natura-
Lan
d

N
am
es

w
i
th

"
sa.s
h
i
.

su
.s

e.so
"in
T
h
e
ir

i
n
it
ia
l

Sy
lla
b
l
es

-

O
n
e
F
a
ce
o
f
S
usan
o
･
o
･G
o
d

-

-

序

論

自
然
地
名
研
究
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
山

･
野

･
川
な
ど
の
地
形

･
地
質

･
作
用
な
ど

に
関
す
る
地
名
研
究
を
続
け
た
い
O
こ
れ
ら
自
然
地
名
は
神
話

･
伝
承
と
強
-
結
び

つ
き
､
意
味

･
語
構
成
に
わ
た
っ
て
体
系
性
が
あ
り
､
ま
た
地
名
以
外
の
解
明
に
も

有
用
な
場
合
が
あ
る
こ
と
に
励
ま
さ
れ
て
き
た
O

論
文
題
目
の
立
て
方
も
､
本
題
は
自
然
地
名
の
研
究
で
あ
る
こ
と
を
表
し
､
副
題

が
本
論
か
ら
導
か
れ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
を
示
す
よ
う
に
し
て
い
る
｡

さ
て
､
サ
行
音
語
頭
自
然
地
名
に
つ
い
て
は
'
既
に

一
部
論
じ
た
こ
と
が
あ
る

(
サ
カ
‥
サ
ク
･
サ
コ
な
ど
｡
本
紀
要
第
38
集
)
｡
補
足

･
修
正
す
べ
き
こ
と
も
あ
る

が
､
今
回
は
紙
面
に
余
裕
が
な
い
o
L
か
も
サ
行
音
語
頭
の
自
然
地
名
語
は
非
常
に

多
い
o
L
た
が

っ
て
既
述
の
語
は
原
則
的
に
省
略
し
､
今
回
と
り
あ
げ
る
の
も
サ
･

ス
･
セ
語
頭
に
限
定
し
た
い
｡

た
だ
､
省
く
シ
･
ソ
に
つ
い
て
も
､
筆
者
の
考
え
て
い
る
体
系
か
ら
外
れ
る
の
で

は
な
い
こ
と
を
簡
単
に
述
べ
て
お
-
0

井

上

章

A
k
ir
a
INOUE

ま
ず

｢
シ
地
名
｣
に
つ
い
て

-

前
論
文

(本
紀
要
第
45
集
)
に
お
い
て

｢
ア
ブ

●

ミ
･
ア
ド
｣
を
論
じ
た
と
き
､

九
州
は
福
岡
の

｢
ア
ブ
ミ

(安
曇
)
｣
に

｢
シ
カ

(志

●

賀
郡

･
志
賀
島
)
｣
が
関
わ
り
､
近
江
で
も

｢
ア
ド

(安
曇
)
｣
が

｢
シ
ガ

(志
賀

●

那
)
｣
に
隣
接
し
､
能
登
半
島
で
は

｢
ア
ブ
ミ

(安
拝
見
)
｣
が

｢
シ
カ

(志
賀
町
)
｣

●

●

●

●

に
属
し
て
い
る
こ
と
､
ま
た
長
野
県
志
賀

(高
原
)
､
滋
賀
県
の
滋
賀
郡

･
南
滋
賀

●

●

(ノカ)

町
､
信
楽
郡
信
楽
町
な
ど
を
通
し
て
み
れ
ば
'
シ
ガ
は

｢川
が
山
を
削

っ
て
堆
積
し

た
土
地
｣
に
結
び
つ
-
事
が
明
ら
か
で
'
シ
地
名
は
前
論
文
に
も
当
論
文
に
も
深
-

関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
0

つ
い
で

｢
ソ
地
名
｣
は
､
古
代
か
ら
の
名
で
あ
り
現
代
で
も
郡
名
に
残

っ
て
い
る

ソ
オ

｢
曙

雛

｣

が
あ
る
Q
こ
れ
は
も
と

｢
ソ
｣
な
の
で
あ
る
が
､
い
わ
ゆ
る

｢好
字
､

●
●
二
字
表
記
の
詔
｣
に
よ
っ
て
母
音
を
外
が
げ
に
付
加
し
て
表
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る

も
の
で
あ
る

(木
の
国
が

｢紀
伊
｣
､
津
の
郷
が

｢都
宇
｣
な
ど
0
本
居
宣
長

｢地
名

●

●

字
音
転
用
例
｣)
o
こ
の
木

･
津
の
意
味
は
わ
か
り
や
す
い
が
､
前
出
の

｢
ソ
の
国
｣

に
つ
い
て
は

｢
ソ

(襲
)
と
い
う
部
族
の
名
か
｣
と
い
う
試
論
な
ど
あ
る
に
せ
よ
､

ソ

問
題
が
残

っ
て
い
る
o
曙
齢
郡
は
鹿
児
島
県
東
部
に
あ
り
､
例
の
シ
ラ
ス
地
帯
で
あ

る
｡
川
の
浸
食
が
進
ん
で
い
る
｡
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ま
た

｢曽
根
崎

(大
阪
)
｣
な
ど
の
曽
根
地
名
を
通
し
て
み
れ
ば
､
川
の
浸
食

･
堆

積
に
か
か
わ
る
自
然
地
名
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
O

以
上
の
と
お
り
､
シ
･
ソ
と
も
筆
者
の
考
え
て
い
る
サ
行
音
語
頭
自
然
地
名
の
体

系
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
に
'
今
回
紙
数
の
都
合
で
除
外
せ
ざ
る
を
得
な
い

｢
シ
･
ソ
｣
地
名
に

つ
い
て
も
'
同

一
体
系
の
も
の
と
に
収
ま
る
べ
き
事
を
見
通
し
た
上
で
､
当
面
の

｢
サ
･
ス
･
セ
｣
に
限

っ
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
o

研
究
の
方
法
に
つ
い
て
は
､
先
行
論
文
で
行

っ
て
き
た
こ
と
を
踏
襲
す
る
｡
す
な

わ
ち
'
予
備
調
査
お
よ
び
先
行
論
文
で
知
り
え
た
事
を
基
に
､
課
題
地
名
語
に
つ
い

て
の
仮
説
を
立
て
､
文
献
や
自
ら
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
実
証
し
て
行
く

方
法
で
あ
る
｡

そ
の
他
､
な
る
べ
-
全
国
的
に
､
史
的
な
裏
づ
け
の
あ
る
所
を
と
り
込
ん
で
対
象

と
す
る
こ
と
な
ど
も
前
論
文
ま
で
の
方
針
を
踏
襲
し
て
行
-
0

地
名
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

〔体
系
の
立
て
方
〕

L

サ
行

三
日
節
地
名

｢
サ
･
シ
･
ス

･
セ

･
ソ
｣
の
そ
れ
ぞ
れ
を
劇
財

と
称
す

る
｡●
●
●
●

2
.

同

1
原
形
の
繰
返
し
サ
サ
･
ス
ス
な
ど
を
習

観
と
称
す
る
O
略
し
て
単

に
矧

叫と
称
す
る
こ
と
が
あ
る
｡
ま
た
サ
ザ

･
ス
ズ
の
よ
う
に
連
濁
に
な
っ
た
ち

の
を
も
含
む
｡

●
●
●
●
●

cd

異
な
る
原
形
の
取
合
わ
せ
サ
ス
･
ス
セ
な
ど
を
風
脚
矧
到
頑
固
創
と
称
す
る
｡

略
し
て
単
に
観
劇
と
称
す
る
こ
と
が
あ
る
C

4
.

上
記
L
-
3
.の
形
に
､
体
言

･
動
詞

･
接
辞
な
ど
が
つ
い
た
形
を
他
語
と
の
結

剣
と
称
す
る
.
略
し
て
単
に
組
側
と
称
す
る
こ
と
が
あ
る
｡
こ
の
後
に
結
合
し
た

語
の
品
詞
は
必
ず
し
も
明
確
な
区
別
の
つ
き
難
い
場
合
も
あ
り
､
強
い
て
区
別
し

な
い
.
こ
の
区
別
し
難
い
形
は
力
行

･
タ
行

･
マ
行
な
ど
に
多
い
よ
う
で
あ
る
0

5
.

活
用
性
の
語
尾
が
付
属
す
る
形
を
､
訊
帆風
面
相
風
と
称
す
る
O
略
し
て
単
に
相

鳳
と
称
す
る
こ
と
が
あ
る
｡
た
と
え
ば
､
セ
到

･
セ
叫

･
サ
ザ
レ
川

･
ス
ス
T

･

ス
ス
ミ
岩
な
ど
で
あ
る
が
､
こ
れ
ら
の
中
に
は
直
ち
に
動
詞
と
見
た
い
例
が
あ

る
｡

〔表

記
〕

以
下
､
サ
行
音
語
頭
の
自
然
地
名
を
カ
ナ
書
き

(歴
史
的
仮
名
遣
い
)
で
示
し
､

当
該
地
名
に
漢
字
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
例
を
書
き
加
え
る
｡
従

っ
て
'
カ
ナ
表
記
は

現
代
の
慣
行
に
違
い
､
宛
漢
字
の
大
部
分
は
大
和
語
と
し
て
の
本
来
の
意
味
に
違
ラ

慕

(例
の

｢好

字
｣
表
記
の
た
め
)
｡
古
代
語
や
語
源
な
ど
を
､
学
問
的
に
と
り
あ
げ
る

と
き
の
宿
命
的
な
こ
と
で
あ
る
O

〔地
名
リ
ス
ト

(サ
行
音
語
頭
自
然
地
名
の
体
系
的
整
理
)
〕

Ⅰ

サ

(原
形
)

佐

(荏
)
サ
カ

･
サ
ク

･
サ
コ
･
ウ
サ
･
オ
ホ
サ
な
ど
に
つ
い
て
は
既
述

(本
紀
要

第
38
集
)
｡

今
回
は
､本
論
第
二
章
と
の
関
係
で
､
ウ
サ
だ
け
は
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
な
る
｡

L

サ
サ
･
サ
ザ

･
ザ
ザ

(原
形
の
反
復
)

佐
々
･
笹

･
篠

･
座
々
･
座
散

･

楽

･
裸
な
ど

ザ

波

ザ

A

他
語
と
の
結
合
～

サ
サ

ナ
,,,
(佐

並々

･
漣
)
.
サ
サ

ヤ
マ

(佐
々
山

･
笹
山

･
篠
山
)
O
サ
サ
カ
ハ

(佐
々
州

･
笹
川
)

･
ザ
ザ
ヤ
マ

(座
々
山
)

な
ど
多
数

B

語
尾
の
付
属

ザ

a

サ
サ

キ

(佐
々
木

･
佐
崎
)

b

サ
サ
マ

(笹
間
)
､
サ
サ
ミ

(笹
見
)
'
サ
サ
メ

(笹
目
)

C

サ
サ
ラ

(佐
々
羅

･
佐
々
良

･
磯

･
楽

･
細
石
)

④

他
語
と
の
結
合
-

サ
ザ
ラ
イ
シ

(細
石
)
｡
サ
ザ
ラ
ウ
ラ

(硬

浦
)
｡
ザ
ザ
ラ
サ
ハ

(座
々
良
沢
)

⑤

語
尾
の
付
属
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Ⅱ

C C

サ
ザ
ラ
キ

(佐
々
良
木
)

･
ザ
ザ
ラ
キ

(座
散
乱
木
)

サ
サ
ラ
メ

(笹
良
目
)

サ
サ
リ

(佐
々
里

･
笹
利
)

サ
サ
レ
･
サ
ザ
レ

(佐
々
連

･
佐
々
礼

･
笹
連

･
細
石
流
)

④

他
語
と
の
結
合
I

サ
ザ
レ
ガ
ハ

(佐
々
連
用
)
o

サ
ス

(原
形
相
互
の
複
合
)

佐
須

･
差差

A

他
語
と
の
結
合
-

サ
ス
カ
ハ

(佐
須

川
)
｡
サ
ス
セ

(佐
須
瀬
)
｡
サ
ス

タ
ウ
ゲ

(佐
須
峠
)
0

B

語
尾
の
付
属

a

サ
ス
ミ

(佐
角
)

b

サ
ス
ラ

(佐
須
良
)

サ
セ
･
サ
ゼ

(原
形
相
互
の
複
合
)

佐
世

･
佐
瀬

･
佐
是

A
J
他
語
と
の
結
合
-

サ
セ
カ
ハ

(佐
世
川
)
､
サ
セ
ノ

(佐
瀬
野
)

｡

B

語
尾
の
付
属

a

サ
セ
ブ

(指
夫
)
､
サ
セ
ボ

(佐
世
保
)
｡

ス

(原
形
)

洲

･
須

ガ

ギ

ゴ

(症
)
ス
カ

･
ス
キ

･
ス
コ

な
ど
に
ほ
既
説
し
た
例
も
あ
る
0
本
論
文
で
は
特
に

必
要
な
ス
ガ
に
は
触
れ
る
｡

ス
サ

(原
形
相
互
の
複
合
)

須
佐

･
周
佐

A

他
語
と
の
結
合
-

ス
サ
ノ

(須
佐
野
)
､
ス
サ
ヂ

(須
佐
地
)
､
ス
サ
マ

土

チ

(須
佐
町
)
'
ス
サ
ド

(須
佐
渡

)
｡

B

語
尾
の
付
属

a

ス
サ
ギ

(須
佐
木
)
｡

b

ス
サ
ミ

(周
参
見
)
0

C

ス
サ
レ

(須
佐
礼
)
0

ス
ス
･
ス
ズ

(原
形
の
反
復
)

鈴

･
珠
洲

･
煤

A

他
語
と
の
結
合
-

ス
ズ
カ
ハ

(鈴
川
)
｡
ス
ズ
ク
ボ

(鈴
久
保
)
｡
ス
ズ

ク
ラ

(鈴
倉
)
｡
ス
ズ
シ
マ

(鈴
島
)｡
ス
ス
ガ
ヤ

(煤
ケ
谷
)
｡

B

語
尾
の
付
属

a

ス
ズ
カ

(鈴
鹿
)
､
ス
ズ
キ

(鈴
木

･
鮭

･
須
々
木
)
'
ス
ズ

ケ

(蘇

家
)
､
ス
ズ
コ

(鈴
子
)

b

ス
ス
マ

(須
々
万
)
'
ス
ズ
ミ

(涼
見

･
鈴
見
)
､
ス
ズ
メ

(雀
)
､
ス
ス

マ
ゴ

(煤
孫
)
O
ス
ズ
ミ

(涼
見
)
､
ス
ズ
,,,
イ
ハ
(涼
岩
)
､
ス
ズ
,,,
ヤ
マ

(涼
山
)
｡
ス
ズ
メ
イ
ハ

(雀
岩
)
｡

C

ス
ズ
リ

(規
)
､
ス
ズ
レ

(鈴
蓮
町
)

3
.

ス
セ

(原
形
相
互
の
複
合
)

嵩
山

･
周
世

･
須
瀬

A

他
語
と
の
結
合
-

ス
セ
サ
カ

(周
世
坂
)
､
ス
セ
マ
チ

(嵩
山
町
)
｡

Ⅲ

セ

(原
形
)

瀬

多

1
.

他
語
と
の
結
合
-

瀬
田

･
瀬
戸

･
瀬
川
な
ど
多
数
あ
る
｡

2.
語
尾
の
付
属

a

セ
ラ

(世
羅
)

④

他
語
と
の
結
合
-

セ
ラ
ザ

ハ

良
田
)
､
セ
ラ
ガ
キ

(瀬
良
垣
)
､

b

セ
リ

(世
利

･
瀬
利

･
瀬
里

･
芹
チ
T"
ウ

④

他
語
と
の
結
合
-

セ
リ
マ
チ

ダ

ザ

ハ
(芹
沢
)
'
セ
リ
タ

(芹
田
)
､

沼
)
､
セ
リ
ヤ
マ

(芹
山
)

(荏
)
更
に
動
詞

(動
詞
性
語
尾
)

セ
リ
フ
ダ

ニ

(芹
生
谷
)

セ
リ
デ

(芹
出
)

(瀬
良
沢
)
､
セ
ラ
タ

(瀬
良
田

･
世

(雷鳥
とも
〕

セ
ラ

ク

(

世
楽
)
0

･
勢
里
)

(芹
町
)
o
セ
リ
カ
ハ

(芹
川
)
､
セ
リ

セ
リ
タ
ニ

(芹
谷
)
､
セ
リ
ヌ
マ

(芹

の
つ
い
た
形

以
上
に
示
し
た
分
類

･
整
理
に
は
既
に
体
系
化
の
過
程
が
入
っ
て
い
て
､
そ
の
育

後
に
は
仮
説
が
あ
る
｡
そ
れ
は
既
に
調
査
し
終
え
た
地
名
か
ら
の
推
理
や
､

一
部
は

今
回
基
礎
調
査
を
済
ま
せ
た
結
果
な
ど
に
よ
る
｡

以
下
に
仮
説
を
示
し
､
本
論
に
お
い
て
実
証
的
に
諸
調
査
の
結
果
を
照
合
し
､
仮

説
を
確
認
し
て
行
こ
う
と
思
う
｡
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仮
説
-

サ
行
音
語
頭
自
然
地
名
中
､
ま
ず
サ
･
ス
ほ
､
い
ず
れ
も
実
体
的

(最
も

一
般
的
な
の
は
砂
で
あ
る
が
､
粒
は
砂
利
程
度
の
大
き
さ
の
物
を
も
含
む
)
で
あ

る
｡
従

っ
て
二
つ
の
原
形

(
サ
･
ス
)
を
範
合
わ
せ
る
場
合
､
｢
ス
サ

(須
佐
)
｣

と

｢
サ
ス

(佐
須
)
｣
と
は
､
ほ
ぼ
同

一
の
相
を
示
す
は
ず
で
あ
る
1
仮
説
4

仮
説
2

サ
セ
ボ
は
溺
れ
谷
で
､
海
上
の
地
形
は
高
-
も
り
上
が

っ
て
い
る
｡
サ
と

●

●
●

セ
と
で
は
､
サ
の
方
が
実
体
的
な
の
で
主
語
的
に
な
り
､
動
作
的

･
状
態
的
な
こ

●

●
●

と
を
セ
が
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
､
い
わ
ば
述
語
的
で
あ
る
O
そ
の
セ
に
ラ
行
の

語
尾

(動
作
的
で
､
継
続
態
な
の
で
結
果
的
に
は
状
態
と
も
)
が
つ
い
た
語

(
セ

ラ

･
セ
リ
な
ど
)
は
'
盛
り
上
が

っ
た
地
形
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
o

仮
説
3

一
般
に
ス
ス
る

(質
)
､
サ
ッ
サ
ッ
と

(楓
々
)
な
ど
'
同
音
を
反
復
す
る

こ
と
か
ら
継
続
的
な
動
作

･
性
情
な
ど
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
O

さ
て
､
ス
の
持
つ
浸
食

･
崩
壊
の
土
砂
音

(土
砂
自
体
の
崩
れ
る
音
､
人
が
足

を
踏
み
入
れ
な
ど
し
た
音
､
更
に
水
流
が
関
わ

っ
た
り
し
た
場
合
な
ど
広
-
)

が
､
反
復

･
継
続
の
表
現
で
ス
ス
･
ス
ズ
と
な
り
､
更
に
動
詞
性
の
語
尾
を
伴
え

ば
､
崩
壊

･
堆
積
な
ど
の
進
行
相
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
｡

(-
マ
･1
･"は本
東
は名
詞
か)

よ
っ
て

'

ス

ス

マ

･
ス

ス
ミ
な
ど
の
地
名
は
､
浸
食

･
崩
壊

･
洪
水
な
ど
に
ょ

る
堆
積

･
平
地
の
形
成
な
ど
が
進
行
す
る
相
を
表
す
は
ず
で
あ
る
｡

●
●
●

●
●
●
●
●

(
古
事
記
)

仮
説
4

①
ス
サ
ノ
ヲ
神
が
地
上
に
降

っ
た
の
は
本
来
は
'
自
分
の
希
望
で

あ

っ

●

(見
土
記
)

た
O
そ
し
て
②
自
ら
の
名
を
自
分
の
神
鋲
る
所
に
つ
け
て

い

る

O
更
に
③
ス
サ
ノ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
(書
紀
)

ヲ
神
の
身
体
よ
り
植
物
が
生
じ
て

い

る

｡
こ
の
三
点
か
ら
し
て
ス
サ
ノ
ヲ
神
は
大

地
そ
の
も
の
を
含
む
と
見
ら
れ
､
行
動
的
に
は
暴
風
雨

･
洪
水

･
土
砂
崩
壊
な
ど

の

｢荒
む
神
｣
で
あ
る
｡

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
､
ス
サ
ノ
ヲ
神
の
神
鋲
り
ま
し
た
所
は
､
｢荒
む
｣
土
地
相

(土
砂
崩
壊
な
ど
)
を
示
す
で
あ
ろ
う
｡
1
仮
説
5

仮
説
5

ス
サ
ノ
ヲ
神
は
､
そ
の
神
鋲
り
ま
す
所
を

｢小
さ
き
国
な
れ
ど
も
'
国
処

(見
土
記
)

な
り
｣
と
認

め

た

｡
単
に

｢荒
む
｣
の
み
な
ら
ば

｢国
処
な
り
｣
と
い
う
褒
め
た

評
価
は
不
自
然
で
あ
る
｡
で
は
そ
の

｢よ
さ
｣
は
ど
う
い
う
点
か
｡
そ
れ
は
､
ス

サ
ノ
ヲ
神
が
地
上
に
降

っ
て
か
ら
は

1
貫
し
て
農
業

(特
に
稲
作
)
の
保
護
推
進

に
努
め
た
点
か
ら
し
て
､
稲
作
用
農
地
と
し
て
好
適
と
認
め
た
も
の
と
考
え
る
0

こ
れ
か
ら
導
か
れ
る
仮
説
は
'
仮
説
4
の
崩
壊
土
壌
が
稲
田
を
形
成
す
る
に
至

る
で
あ
ろ
う
こ
と
'
な
ら
び
に
稲

･
稲
作
用
地
に
関
る
地
名
が
ス
サ
地
方
に
見
つ

け
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
､
で
あ
る
｡

こ
の
第
5
仮
説
は
二
段
構
え
に
な

っ
て
い
る
｡
即
ち
､
ス
サ
ノ
ヲ
神
の
妻
を
は

じ
め
と
す
る
親
族
神
の
名
は
①
稲
作
に
関
す
る
地
名
に
よ
っ
て
解
釈
で
き
る
で
め

ろ
う
こ
と
と
､
②
そ
の
地
名
が
ス
サ
ノ
ヲ
神
の
天
降
り
～
神
鋲
る
に
至
る
当
該
也

域
に
関
連
的
に
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
､
で
あ
る
Q

本

論

第

三
早

サ
行
音
語
頭
自
然
地
名
の
地
相

第

一
節

サ
地
名
の
地
相

Ⅰ

〔サ

(原
形
)
〕
原
形
単
独
の
サ
地
名
は
少
-
､
明
瞭
に
把
握
で
き
る
の
は
､
左

記
の
l
例
の
み
o
他
に
は
金
沢
市
に
二
カ
所

｢佐
｣
地
名
が
あ
る
o

佐

(村
)
･｢

茨
城
県
筑
波
郡
大
穂
町
o
大
曽
根
の
北
2
血
O
筑
波
山
の
北
西

か
ら
流
れ
る
桜
川

(こ
の
桜
も
浸
食

･
堆
積
を
表
す
)
の
中
流
右
岸
の
低
地
と
､

チ

そ
れ
に
続
く
筑
波
稲
敷
台
地
の
東
縁
辺
に
あ
る
｡
低
地
は
も
と
ヤ
ト
で
水
田
｡
台●

地
上
は
畑

･
山
林

･
原
野

･
居
住
地
｡
佐
相
域
内
に
は
縄
文
中
期

･
後
期
の

｢佐

遺
跡

(集
落
跡
)
｣
が
あ
り
､
円
墳
12
基
､
勾
玉

･
直
刀

･
管
玉
が
出
土
し
､
こ
れ

ら
に
よ
っ
て
'
桜
川
河
岸
段
丘
上
の
生
活
史
の
古
さ
が
知
ら
れ
る
｡

サ
地
名
の
地
相
は
､
右
の
よ
う
な
単
独
形
ば
か
り
で
な
-
､
上
に
修
飾
語
が
つ

●
●

い
た
例
で
も
知
ら
れ
る
｡
代
表
を
大
分
県
宇
佐
に
と

っ
て
述
べ
る
｡
こ
こ
は
以
前

坂
サ
カ

等
に
つ
い
て
論
じ
た
と
き
に
と
り
あ
げ
た
が
､
な
お
不
十
分
で
あ

っ
た
点
を

明
か
に
し
て
お
き
た
い
｡

ウ
サ
を
特
に
問
題
に
す
る
の
ほ
､
日
本
の
神
社
の
中
で
最
も
数
多
-
全
国
に
分
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布
し
て
い
る
八
幡
神
社
の
も
と
が
宇
佐
神
宮
だ
か
ら
で
あ
る
が
'
こ
の
宇
佐
の
神

は
､
自
然
神

･
武
神

･
外
来
の
宗
教

(俳
教
)
の
影
響
の
強
い
神
な
ど
､
複
雑
な

性
格
を
帯
び
て
い
て
'
真
に
古
来
の
も
の
の
意
義
が
不
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
な
ど

の
解
明
す
べ
き
問
題
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
o
(地
名
也
､
此
云
宇
佐
)

こ
の
ウ
サ
と
い
う
地
名
は
､
宇
沙

(記
)
､
菟

狭

(
紀

)

の
表
記
で
､
い
ず
れ
も

t
t
,

御
東
征
の
道
中
'
こ
こ
で
ウ
サ
ツ
彦

･
ウ
サ
ツ
姫
が
､
大
み

あ

え

奉

っ
た
話
に
出

+

+

&

*

て
-
る
o
こ
の

｢○
○
ツ
彦
､
○
○
ツ
姫
｣
と
取
合
せ
た
名
は
'
｢ア

キ
ッ

彦

･

i.
i

ア
キ
ッ
姫

(港

･
川
口
の
神
)
｣
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
､
自
然
地
名
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
｡
こ
の
ウ
サ
の
地
勢
を
概
観
す
る
と
､
後
背
山
地
が
三
段
階
に
考
え
ら
れ
る
｡
ま

(三姫
神が
天
から降
ったと
いう
)

(大
元
山
)

ず
宇
佐
神
官
に
近
く
､
本

来

御

神

体

と

さ

れ
て
い
る
御

許

山

6
4
7

m

(烏
城

峯
山
)
が
あ
り
､
更
に
そ
の
西
方
に
続
く
大
蔵
山
5
4
3

m
･
和
尚
山
3
2
7

m

が
あ
る
｡
こ
れ
ら
か
ら
流
れ
る
寄
藻
川
が
宇
佐
神
官
の
す
ぐ
北
を
横
切
る
O
次
に

奥
な
る
山
々
は
安
心
院

･
院
内
を
隔
て
て
東
か
ら
立
石
山
1
0
5
9
m
･
人
見
岳

9
2
1

m
･
雛
戸
山
8
3
1

m
な
ど
で
あ
る
.
更
に
広
-
見
れ
ば
､
耶
馬
渓
溶
岩

台
地
に
続
い
て
い
る
｡

川
は
同
じ
く
東
か
ら
佐
田
川

･
深
見
川

･
意
良
川
を
は
じ
め
､
谷
は
多
数
に
の

ぼ
り
'
ほ
ぼ
北
に
流
れ
て
下
は
合
流
し
て
駅
館
川
と
い
う
O
こ
れ
ら
が
山
地
を
浸

食
し
､
断
崖
が
多
く
､
川
に
は
さ
ま
れ
た
部
分
は
尾
根

(舌
状
台
地
)
と
な
る
｡

中
流
に
は
堆
積
盆
地
が
あ
り
'
川
下
は
扇
状
地
と
､
そ
れ
に
続
く
海
岸
堆
積
地
が

隆
起
し
て
で
き
た
平
野
で
あ
る
｡
こ
れ
が
東
方
は
国
東
半
島
付
根
部
か
ら
､
西
方

は
福
岡
県
境
に
接
す
る
中
津
市
ま
で
綻
-

(中
津
平
野
)
｡

さ
て
､
宇
佐
郡
は
山
地

･
盆
地

･
平
地
に
か
け
て
広
い
が
､
ウ
サ
は
'
山
地
の

崖
と
低
地
の
平
野
と
の
ど
ち
ら
か
に
重
点
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
｡
実
は
前
に
発

表
し
た
こ
ろ
は
､
低
平
地
に
な
か
り
重
点
を
置
い
て
考
え
て
い
た
｡
し
か
し
､
今

は
山
地
平
地
を
組
み
合
わ
せ
て
考
え
て
い
る
｡
そ
の
理
由
は
､
た
と
え
ば
広
島
県

●
●

山
県
郡
太
田
川
ぞ
い
の
宇
佐
は
崖
地
が
勝
ち
平
地
は
ご
く
僅
か
で
あ
り
､
山
口
県

●
●

玖
珂
郡
宇
佐
の
場
合
は
川
が
合
流
し
て
い
る
分
､
広
島
の
よ
り
は
や
や
平
地
が
広

大

佐

い
と
言
え
る
程
度
で
あ
る
｡
類
似
地
名
の
オ

ホ
サ

も
同
様
で
あ
る
O
こ
う
し
て
衣

る
と
'
オ
ホ
･
ク
が
い
ず
れ
も

｢大
｣
の
意
で
は
あ

っ
て
も
決
し
て
平
地
が
大
き

い
と
い
う
の
で
は
な
い
o
そ
の
所
に
ょ
っ
て
は
崖

･
浸
食
地
の
方
が
大
き
い
と
言

●

え
る
O
山
口
県
の
宇
佐
の
す
ぐ
上
流
の
山
は
寂
地
山
と
言
い
､
強
度
な
浸
食
地
形

を
も

っ
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
に
､
自
然
地
名
は
後
背
山
地
と
の
関
係
で
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
例
が

坂

多
い
O
大
阪

･
嵯
峨

(京
都
)

･
佐
賀

(県
)

･
安
満

(大
阪
)
な
ど
､
い
ず
れ

も
上
流
の
浸
食
地
と
下
流
の
堆
積
地
と
が
同
名
で
呼
ば
れ
る
例
で
､
大
分
の
宇
佐

に
も
共
通
点
が
あ
る
｡
川
の
作
用
が

｢こ
こ
ま
で
は
浸
食
で
こ
こ
か
ら
ほ
堆
積
｣

な
ど
境
界
は
つ
け
ら
れ
ず
､

1
連
で
あ
る
こ
と
か
ら
自
然
に
起

っ
た
こ
と
と
考
え

ね
ば
な
ら
な
い
O

さ
て
'
地
相
の
実
証
的
な
記
述
の
章
に
以
下
の
点
を
述
べ
る
の
は
論
文
構
成
上

望
ま
し
-
は
な
い
が
､
本
論
文
は
ス
サ
ノ
ヲ
神
と
そ
の
1
族
神
と
の
自
然
地
名
上

で
の
結
び
つ
き
を
論
す
る
の
で
あ
り
'
ウ
サ
に
関
係
が
あ
る
の
で
簡
単
に
の
べ
る

こ
と
に
し
た
い
｡

イ
チ
キ
/
マ

宇
佐
神
宮
は
上
官

･
下
官
と
も
二
之
御
殿
に
比
売
大
神
す
な
わ
ち
市
寸
島
姫

･

タ

キ
リ

ク
キ
ッ

多

紀

理

姫

･
田

寸

津
姫
を
紀
る
o

l
之
御
殿
は
八
幡
大
神
､
三
之
御
殿
は
神
功
皇

后
で
､
こ
の
三
殿
が
並
ん
で
い
る
が
二
之
御
殿
が
中
央
で
あ
る
か
ら
､
こ
れ
を
中

(
｢ヒメガ
ミと宇
佐
神官
Lt
清帝
道
生
民
)

心
と
見

る

べ

き

で

あ

ろ

う

｡

●
●
●
●
●

●
●

こ
の
三
姫
神
は
ス
サ
ノ
ヲ
神
の
娘
で
あ
る
点
に
筆
者
は
特
に
注
目
し
た
い
｡
し

か
も
当
地
方
に
強
い
結
び
つ
き
の
あ
る
氏
族
が
豊
前
の
辛
鴫
氏
で
あ
り
'
そ
の
系

(
『宇
佐
官
』
中
野
♯
能
氏
)

図
が
ス
サ
ノ
ヲ
神
を
祖
と
し

て

い

る

こ

と

と

言
い
'
そ
の
ス
サ
ノ
ヲ
神
の
三
姫
神

(御
許
山
)

(紀
六
段
･
l書
第
I)

が
筑
紫
の
大

元

山

に
天

降

っ

た

こ

と

と
言
い
'
こ
れ
ら
は
取
り
も
な
お
き
ず
､
当

地
方
も
出
雲
と
同
じ
く

｢
ス
サ
ノ
ヲ
神
と
そ
の
娘
｣
の
組
み
合
わ
せ
が
深
く
か
か

スサ

わ
っ
て
い
る
と
見
た
い
｡
山
地
の
浸
食
や
崩
壊

(義
)
に
発
し
て
下
に
平
地

(農

スサ

スセリ

地

･
特
に
稲
作
用
地
)
を
生
じ
た
事
を
'
父
-

娘

の
関
係
で
表
し
て
い
る
の
と

類
似
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
o
補
足
し
た
い
こ
と
も
多
い
が
､
今
は
､

(大
元)

御

許

山
頂
の
八
坂
神
社
は
ス
サ
ノ
ヲ
神
を
柁
る
こ
と
を
述
べ
る
に
と
ど
め
る
o
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Ⅰ

｢
サ
｣
の

一
音
節
原
形
を
終
え
る
に
当
り
'
先
の
ウ
サ
と
は
反
対
の
サ
○
の
形
を

1
つ
だ
け
追
加
す
る
o

そ
れ
は
サ
ダ

(佐
田

･
佐
陀
)
で
､
西
日
本
に
多
い
地
名
で
あ
る
｡
こ
れ
は
地

形
的
特
徴
で
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
｡

一
つ
は
山
に
囲
ま
れ
た
比
較
的
小
さ
い
土
地

●

で
あ
り
､
も
う

一
つ
は
細
い
崖
状
の
岬
で
あ
る
｡
実
は
タ
に
は
大
別
し
て
二
種
あ

り
'

T
つ
は
水
田
で
あ

っ
て
､
そ
の
例
は
枚
挙
に
暇
な
い
Q
L
か
し
も
う

1
つ
は

水
田
の
タ
と
は
む
し
ろ
反
対
の
性
状
の

｢
不
整
崖
地

･
急
斜
面
｣
の
意
味
で
め

る
｡
(
に
も
か
か
わ
ら
ず

｢
田
｣
と
表
記
す
る
か
ら
紛
ら
わ
し
い
)
｡
崖
地
で

オ
ホ
タ
プ

タ
ミ
ナ

｢田
｣
の
例
は
'
埼
玉
県
秩
父
町
太

田

部

'
鹿
児
島
県
沖
永
良
部
島
田
皆
､
秋
田

オ
ホ
タ

市
内
で
も
檎
山
大
田
町
は
金
照
寺
山

･
一
つ
森
の
麓
で
起
状
が
多
い
｡

こ
れ
ら
を
見
た
上
で
サ
地
名
に
戻
る
と
､
こ
れ
ま
た
急
傾
斜
を
表
す
例
が
あ
る

坂
(サ
カ

)
の
原
義
｡
す
る
と
､
サ
+
タ
の
場
合
､
同
義
の
重
複
で
あ
る
か
､
ま
た

は
ど
ち
ら
か
が
実
態
的
で
､
他
方
が
修
飾
的

･
補
足
的
で
あ
る
か
の
い
ず
れ
か
で

サ

あ
る
｡
サ
ダ
を
狭
田
と
書
-

(そ
う
解
す
る
)
の
ほ
後
者
の
例
で
､
状
況
か
ら
否

定
で
き
な
い
｡
海
岸
近
い
沖
積
地
な
ど
な
ら
ば
更
に
広
-
な
り
得
る
が
､
こ
う
い

●
●

●
●
●
●
●
●
●

う
土
地
は
山
や
海
に
囲
ま
れ
て
い
て
狭
い
-

と
共
に
､
も
う
広
さ
が
決
ま
っ
て

●
●

決

(古
代
地
名
票
源
辞
典

い
る
｡
筆
者
は
､
こ
こ
に
｢
定

･
貞

･
適
齢
｣
な
ど
の
サ
ダ
の
語
源
を

見

る

思

い

･東
京
堂
出
版
)

が

す

る

｡

〔
｢サ
｣
の
反
復

･
複
合
等
の
例
〕

L

サ
サ
ー

こ
れ
に
は
全
-
同
音
語
で

｢笹

･
篠
｣
が
あ
り
､
全
国
ど
こ
に
で

も
あ
る
品
種
ゆ
え
､
サ
サ
ー
の
地
名
は
と
か
-

｢笹
が
生
え
て
い
る
か
ら
｣
の

よ
う
な
安
易
な
地
名
語
源
を
結
び
付
け
ら
れ
勝
ち
で
あ
る
｡
元
来
植
物
単
独
名

を
そ
の
ま
ま
地
名
に
あ
て
る
語
源
観
は
危
険
で
あ
る

(桜

･
梓
な
ど
)
｡
本
論

で
は
､
そ
う
い
う
紛
ら
わ
し
さ
を
避
け
る
た
め
に
､
表
記
上
も
笹

･
篠
の
字
を

使
わ
な
い
例
､
お
よ
び
サ
サ
に
植
物
を
宛
て
て
解
釈
し
て
は
不
自
然
で
あ
る
例

を
も

っ
て
考
察
す
る
｡

々

々

ア
'
サ
ザ

(佐
佐
)
長
崎
県
佐
佐
町
o
長
崎
県
は
半
島

･
岬

･
湾

･
島
の
入
り

混
ん
だ
地
形
に
特
色
が
あ
る
｡
音
声
的
に
は
下
を
濁

っ
て
サ
ザ
で
あ
る
が
既

に
多
く
の
例
を
見
て
き
た
と
お
り
､
清
音
と
同
じ
に
扱

っ
て
よ
い
と
思
う

｢佐
佐
浦
｣
が
あ

っ
て
サ
サ
ウ
ラ
で
あ
る
｡

地
形
的
特
色
は
'
東
方
の
世
知
原
高
原
か
ら
流
れ
る
佐
佐
川
に
よ
っ
て
開

析
さ
れ
た
谷
筋
で
あ
り
､
佐
佐
町
よ
り
下
に
は
平
野
が
発
達
し
て
い
る
｡
こ

の
佐
佐
川
は
断
層
に
制
約
さ
れ
た
川
で
､
上
流
域
は
浸
食
谷
が
見
ら
れ
､
中

流
下
流
に
は
河
岸
段
丘
と
沖
積
平
野
と
が
見
ら
れ
る
｡
河
口
付
近
に
は
多
量

の
土
砂
が
堆
積
し
て
い
る
｡

な
お
､
こ
の
支
流
は
流
路
の
争
奪
な
ど
あ

っ
て
断
層
に
沿
う
直
線
性
は
あ

り
な
が
ら

一
面
で
は
複
雑
な
相
を
示
す
｡

(例
.長
埼廉
地
名大辞
典

角
州
)

地
名
辞
典
で
は

｢佐
佐
｣
の
意

は

不

詳

と

し

て

い
る
が
､
高
原
性
の
地
形

が
断
層
と
川
の
浸
食
と
に
よ
っ
て
不
整
形
な
地
形
を
な
し
た
様
を
い
う
と
考

え
ら
れ
る
｡

ィ
､
サ
サ
ウ
ラ

(楽
々
浦
)
兵
庫
県
城
崎
町
O
有
名
な
温
泉
地
城
崎
の
､
円
山

川
を
挟
ん
だ
対
岸
で
あ
る
が
､
地
質
は
淡
灰
色
の
石
英
か
ら
成
る
目
の
粗
い

岩
質
の
凝
灰
岩
で
あ
る
O
地
形
は
浸
食
が
進
ん
で
複
雑
で
あ
る

(建
築
用
材

と
し
て
の
切
り
出
し
が
加
わ
っ
て
複
雑
さ
を
増
し
て
い
る
)
O

サ
サ
は
当
岩
石
の
崩
壊

･
浸
食
の
擬
音
で
あ
ろ
う
｡
表
記
の

｢楽
々
｣
は

●
●
サ
サ
ラ
な
ど
の
楽
器
の
表
記
を
応
用
し
た
と
思
わ
れ
る

(万
葉
集
で
サ
サ
ナ

ミ
の
表
記
に

｢楽
浪
｣
)
｡
1
ス
ス
マ
参
照

り
､
サ
サ
ガ
ハ

(笹
川
)
新
潟
県
岩
船
郡
山
北
町
｡
新
潟
県
北
部
日
本
海
岸
で

あ
る
｡
こ
の
地
名
を
考
え
る
た
め
に
は
､
背
後
の

｢葡
萄
山
地
｣
か
ら
見
な

く
て
は
な
ら
な
い
｡
こ
の

｢葡
萄
｣
と
い
う
地
名
は
､
岐
阜
県
上
宝
村
の
ブ

ド
ウ
谷
と
い
う
カ
ナ
書
き
例
以
外
'
新
潟
県
､
長
野
県
よ
り
東

(東
北
)
に

あ
る
地
名
で
あ
る
O
こ
の
新
潟
県
岩
船
郡
の
葡
萄
山
地
は
､
東
方
の
山
形
県

と
の
宅
を
な
す

｢朝
日
山
地
｣
か
ら
断
層
運
動
に
よ
っ
て
分
離
し
た
憤
動
地

塊
で
あ
る
｡
地
質
は
大
部
分
花
尚
岩
｡
山
地
の
成
立
が
こ
の
と
お
り
で
あ
る

た
め
､
地
形
は
起
伏
や
断
崖
が
多
-
､
葡
萄
峠
は
最
高
点
が
僅
か
2
6
3

m
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に
す
ぎ
な
い
の
に

｢天
下
の
難
路
｣
と
さ
え
言
わ
れ
た
｡
こ
う
い
う
所
を
汰

●
●

●
●

れ
る
笹
川
は
､
懸
湊
あ
り
曲
流
あ
り
､
花
尚
岩
質
の
土
地
を
浸
食
し
て
流
れ

ササ

る
｡
よ
っ
て
笹
川
と
い
う
の
は
崩
壊

･
浸
食
さ
れ
た
岩
石
の
立
て
る
音

･
水

流
の
音
な
ど
を
総
合
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
最
上
流
部
の
漏
斗
状
の
浸
食

●
●

谷
は
特
に
大
き
い
｡
な
お
､
海
岸
の
地
形
は
直
接

｢
サ
サ
川
｣
の
名
に
は
関

係
な
い
と
思
う
が
､
こ
の
海
岸
は
変
化
の
多
い
海
食
の
岩
浜
で
あ
る
｡

●
●

こ
の
海
岸
～
内
陸
の
地
形
が
､
後
述
の
須
佐
に
近
似
す
る
点
に
注
意
さ
れ

る
｡
サ
ス

(佐
須
)
こ
れ
も
表
意
的
な
漢
字
を
あ
て
て
な
い
例
で
観
察
す
る

(以

下
､

一
々
言
わ
な
い
)
O

こ
の
サ
ス

(佐
須
)
地
名
が
思
い
が
け
な
-
東
北
地
方
に
三
カ
所
あ
り
'
他

に
愛
媛
に

一
カ
所
｡

ア
､
サ
ス

(佐
須
)
岩
手
県
釜
石
市
平
田

(
大
長
特
)

リ
ア
ス
式
海
岸
の
中
で
､
釜
石
湾
を
か
こ
む
南
側
の

岬

に

あ
る
小
漁
港
｡

岬
の
山
は
急
崖
な
ど
の
複
雑
地
形
で
､
板
状
節
理
の
あ
る
岩
盤
が
目
立
つ
O

佐
須
は
深
-
切
れ
込
ん
だ
急
傾
斜
の
谷
底
集
落
で
､
八
の
佐
須
と
よ
-
似
て

い
る
｡

ィ
､
サ
ス

(佐
須
)
宮
城
県
石
巻
市
渡
波

石
巻
湾
に
面
す
る
牡
鹿
半
島
つ
け
板
の
位
置
o
｢焼
畑
に
よ
る
開
墾
地

(宮
城
県
地
名
考
)
｣
｢砂
州
の
意
か

(宮
城
県
地
名
大
辞
典

･
角
川
)
｣
な
ど

の
説
あ
り
'
後
者
は
集
落
の
あ
る
海
岸
低
平
地
に
つ
い
て
は
妥
当
す
る
｡
た

だ
､
平
地
は
ご
-
狭
く
裏
山
は
土
砂
流
を
生
じ
や
す
い
所
で
あ
る
.

一
帯
の

海
岸
は
崖
が
多
-
'
こ
の
岬
は
岩
石
で
起
伏
が
多
い
｡
岩
盤
は
板
状
に
節
理

し
剥
落
を
生
じ
や
す
い
｡

ウ
､
サ
ス

(佐
須
)
福
島
県
飯
館
村
佐
須

(佐
須
峠
)
o

福
島
市
東
方
20
血
｡
北
側
の
伊
達
郡
霊
山
町

(行
合
道
)
と
相
馬
郡
飯
館

村
佐
須
を
結
ぶ
の
が
こ
の
峠
で
､
全
体
の
位
置
は
阿
武
隈
山
地
の
北
部
に
当

る
｡
分
水
界
に
当
り
､
起
伏

･
曲
折
が
多
い
｡

所
々
に
相
当
規
模
の
土
砂
崩
壊
の
あ
と
が
見
ら
れ
'
そ
の
下
部
に
は
比
較

的
緩
い
傾
斜
地
が
続
い
て
い
る
｡
土
は
極
め
て
く
ず
れ
や
す
-
､
従
来
の
工

事
規
準
で
建
設
さ
れ
た
道
路
わ
き
の
傾
斜
面
な
ど
､
見
て
い
る
目
の
前
で
土

･
石
が
次
々
に
剥
落
し
て
行
-
ほ
ど
で
あ
る
｡

エ
､
サ
ス

(佐
須
)
長
崎
県
厳
原
町

(対
馬
)

島
は
標
高
1
0
0
-
3
0
0

m
の
低
い
山
地
が
多
-
､
細
い
谷
が
無
数
に

刻
ま
れ
て
海
岸
に
迫
り
､
平
地
が
少
-
海
岸
は
絶
壁
が
多
い
｡
地
質
は
脆
弱

な
泥
岩

･
砂
岩
が
多
く
浸
食
を
受
け
や
す
い
o
佐
須
は
対
馬
の
中
で
最
も
水

田
が
ひ
ら
け
た
所
で
､

1
艇
に
は

｢砂
州
｣
と
解
さ
れ
て
い
る
｡
佐
須
峠
は

険
し
い
坂
道
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
｡

サ
セ

(佐
世
)
こ
れ
も
具
体
的
な
意
味
を
持
た
な
い
表
記
例
で
観
察
す
る
｡

ア
､
サ
セ

(佐
世
)
島
根
県
大
原
郡
大
東
町
｡
こ
こ
は
上

･
下
に
わ
か
れ
て
い

る
o
斐
伊
川

･
赤
川
に
挟
ま
れ
た
位
置
で
､
鉄
道
も
サ
セ
を
迂
回
し
､
S
字

状
に
通
じ
て
い
る
｡
峠
と
な

っ
た
緩
い
起
伏
が
あ
り
､
後
述
す
る
セ
リ
地
名

(芹
谷
)
が
あ
る
O
風
土
記
の
地
名
説
話

(
ス
サ
ノ
ヲ
命
が
サ
セ
の
木
の
葉

を
髪
に
刺
し
て
踊

っ
た
時
､
こ
の
葉
が
落
ち
た
の
で
佐
世
と
い
う
)
は
取
る

●
●

に
足
り
な
い
が
､
ス
サ
ノ
ヲ
と
縁
が
あ
る
点
は
諒
と
し
得
る
｡

ィ
､
サ
セ
ボ

(佐
世
保
)
長
崎
県
佐
世
保
市
O

佐
々

前
述
の
サ

ザ

と
隣
接
し
､
地
相
的
に
も
貫
似
で
あ
る
｡

東
に
八
天
岳

･
隠
居
岳
､
西
に
将
冠
岳

･
但
馬
岳

･
弓
張
岳
が
連
り
､
赤

崎
岳
に
続
い
て
俵
浦
半
島

へ
と
伸
び
る
｡
当
地
内
の
ほ
ぼ
中
央
､
佐
世
保
市

の
東
側
に
烏
帽
子
岳
が
聾
え
る
O
こ
れ
ら
の
山
は

｢高
-
筆
立
す
･･･雲
際
に

聾
え
-
｣
な
ど
形
容
さ
れ
て
い
る

(郡
村
誌
)
0

アイ
ノウ
ラ

な
お
､
隠
居
岳
を
源
と
す
る
相
浦
川
は
､
国
見
山
系
を
中
心
と
し
た
溶
岩

台
地
を
流
れ
る
が
､
そ
こ
に
断
層
運
動
に
ょ
る
構
造
谷
が
あ
り
､
そ
れ
を
浸

食

･
分
断
し
て
流
れ
て
い
る
｡
深
い
谷
筋
の
流
域
地
質
は
､
標
高
約
3
0
0

m
以
上
の
上
流
部
に
玄
武
岩
が
あ
る
が
､
中
流

･
下
流
は
相
浦
層
群
と
よ
ば

●
●

●

れ
る
第
三
紀
層
砂
岩
と
頁
岩
か
ら
成
る
｡
河
床
の
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
は
近
年
の
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Ⅰ

改
修
で
殆
ど
消
滅
し
た
が
､
浸
食
の
現
れ
で
あ

っ
た
O

ま
た
佐
世
保
市
内
も
浸
食
に
よ
る
高
低
差
が
強
い
点
で
共
通
で
あ
り
､
し

●
●

●

か
も
古
い
谷
筋
の
斜
面
の
麓
が
須
佐
町
で
あ
る
｡
更
に
そ
の
斜
面
の
中
に
須

●
●
●

佐
神
社
が
あ
る
と
な
る
と
'
結
論
二
に
述
べ
る
と
お
り
､
自
然
地
名
が
地
形

と
強
い
相
関
を
も
っ
こ
と
の
証
と
な
し
得
る
も
の
で
あ
る
｡

第
二
節

ス
地
名
の
地
相

〔
ス

(原
形
)
〕
純
粋
に
単
独
の
ス
地
名
は
､
こ
れ
ま
た
極
め
て
少
い
｡
そ
し
て

具
体
的
意
味
の
な
い
漢
字
表
記
例
と
な
る
と
更
に
少
い
｡

｢州

･
洲

(こ
れ
は
川
に
よ
る
砂
の
堆
積
地
と
い
う
具
体
的
意
味
を
も
つ
が
)｣

を
あ
げ
て
お
く
｡

ス

(洲
)
岡
山
県
笠
岡
市
自
石
島
｡
全
島
花
尚
岩
で
､
山
は
高
-
'
浸
食
さ
れ

た
細
粒
が
海
岸
に
堆
積
し
て
い
る
も
の
｡

こ
の
州

･
洲
の
合
成
地
名
は
移
多
に
上
り
､
代
表
を
あ
げ
る
に
苦
慮
す
る
O
た

だ
､
幸
い
､
単
独
の
場
合
と
も
に
'
下
流
部
の
砂
の
堆
横
地
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
正

し
-
理
解
さ
れ
て
い
る
｡
従
っ
て
特
に
諭
ず
べ
き
事
は
な
い
が
､
注
意
を
要
す
る

点
だ
け
触
れ
て
お
き
た
い
｡

実
は
､
再
三
指
摘
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
､
自
然
地
名
は
静
止
的
に
見
て
は

正
し
い
理
解
が
得
ら
れ
な
い
o
(動
態

･
生
成
の
観
点
で
見
る
べ
き
で
'
例
え
ば

ア
キ
地
名
は
､
上
流
部
の
土
砂
の
剥
落

･
崩
壊
～
下
流
部
へ
の
堆
積
と
い
う

一
連

の
動
態
を
表
す
)
｡
下
流
部

･
海
岸
な
ど
の
洲

は
､
は
じ
め
か
ら
固
定
し
て
い
る

の
で
は
な
-
､

一
洪
水
ご
と
に
高
-
広
-
な
っ
た
り
'
位
置
や
形
が
変
わ
っ
た
り

す
る
も
の
で
､
い
わ
ば
生
き
て
い
る
も
の
で
あ
る
｡
上
代
人
の
名
づ
け
に
も
､
そ

う
い
う
動
態
的
見
方
が
根
源
に
あ

っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

広
い
洲
が
で
き
る
た
め
に
は
､
崩
れ
や
す
い
山
と
水
勢
の
強
い
川
と
が
必
要
で

あ
る
｡
こ
の
点
か
ら
山
の
性
質

(地
質

･
地
形
)

･
川
の
性
質

(水
流
の
量

･
速

さ
)
が
大
き
-
関
与
す
る
｡
即
ち
大
地
を
性
状
的
に
も
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

こ
の
よ
う
に
自
然
地
名
の
解
明
の
た
め
に
は
大
地
を
動
態
的
に
性
状
的
に
観
察

せ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
と
思
う
｡

〔
｢
ス
｣
の
反
復

･
複
合
等
の
例
〕

L

ス
サ

(須
佐
)

前
出
の
サ
ス

(佐
須
)
を
倒
置
し
た
形
に
当
る
｡
慨
然
的

に
は
サ
は
沙

･
砂
､
ス
は
砂

･
洲
を
言
う
と
言
え
る
が
､
か
か
る
意
味
は
､
今

の
べ
た
よ
う
に

一
般
に
は
低
平
地
に
堆
積
し
た
物
を
表
す
の
で
あ

っ
て
､
そ
れ

を
生
み
出
し
た
根
源
に
つ
い
て
は
考
慮
が
払
わ
れ
て
い
な
い
｡

さ
て
､
ス
サ
と
い
う
地
名
が
集
中
的
に
見
ら
れ
る
の
は
山
陰
地
方
で
あ
る
O

ア
､
ス
サ

(須
佐
)
島
根
県
佐
田
町
｡

日
本
神
話
で
有
名
な
ス
サ
ノ
ヲ
神
社
の
所
在
地

(こ
の
地
名
も
ス
サ
ノ
ヲ

出妻
qE[坂
石郡

神
が
自
分
の
名
を
つ
け
た
と
さ
れ
る
-

風

土

記

)

で
あ
る
｡
当
地
に
つ
い

て
の
説
明
を
み
る
と
､
こ
の
風
土
記
を
引
用
す
る
事
が
多
-
'
ス
サ
の
語
義

に
迫
る
も
の
が
少
い
｡
実
は
そ
こ
に
こ
そ
問
題
の
根
本
が
あ
る
の
だ
と
思
わ

れ
る
｡
こ
の
風
土
記
の
説
明
な
ど
と
は
反
対
に
､
自
然
そ
の
も
の
を
根
拠
に
地
名

を
考
え
､
そ
の
地
名
に
か
か
か
わ
る
神
話

･
神
名

･
伝
承
を
解
明
し
ょ
う
と

す
る
の
が
筆
者
の
方
法
で
あ
り
､
そ
の
た
め
に
は
当
地
の
自
然

･
地
相
の
説

明
こ
そ
必
要
な
の
で
あ
る
｡

辞
典
の
種
類
で
参
考
す
る
に
足
る
も
の
を
示
す
と
､
た
と
え
ば
百
科
辞
典

･
地
名
辞
典
な
ど
の

｢山
陰
地
方
の
総
説
｣
｢島
根
県

･
山
口
県
の
地
勢
解

説
｣
な
ど
の
項
で
あ
る
o
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
ま
ず
根
拠
と
す
る
に
足
る
の
は
､

㊦

中
国
山
地
が
北
に
迫
り
､
当
地
は
全
体
的
に
強
い
傾
斜
の
中
に
あ
る
｡

⑦

中
国
山
地
は
大
体
花
尚
岩
よ
り
成
る
浸
食
さ
れ
た
高
原
で
あ
る
O

㊦

神
戸
川
系
は
よ
-
風
化
し
た
花
尚
岩
地
帯
と
軟
弱
な
第
三
紀
層
地
帯
を

(こ
こ
に
スセリ拒
伝
説
があ
る
のは篭
め
て示唆
的
であ
る)

流
れ
る
の
で
､
下
流
に
広

大

な

沖

積

平

野

を

作

っ

た

O

の
諸
点
で
あ
る
が
､
肝
腎
の
佐
田
町
須
佐
が
ど
う
い
う
地
相
な
の
か
説
明
さ

れ
て
い
な
い
｡
む
し
ろ
風
土
記
の

｢『此
の
国
は
小
さ
き
国
な
れ
ど
も
､
国
処

な
り
0
故
､
我
が
御
名
は
石
木
に
は
著
け
じ
』
と
詔
り
た
ま
ひ
て
､
即
ち
､

己
が
命
の
御
魂
を
鎮
め
置
き
拾
ひ
き
｡
然
し
て
即
ち
'
大
須
佐
田

･
小
須
佐

8
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田
を
定
め
給
ひ
き
O
故
､
須
佐
と
い
ふ
o
J
が
参
考
に
な
る
ほ
ど
で
あ
る
｡
こ

の
中
で
､
『古
代
地
名
語
源
辞
典

(東
京
堂
)
』
の

ス
サ

(荒
)
ム
と
い
う
動
詞
の
語
根
と
見
れ
ば
'
｢川
や
海
岸
な
ど
の

荒
む
と
こ
ろ
｣
､
す
な
わ
ち

｢洪
水
で
荒
れ
や
す
い
地
｣
､
｢風
浪
の
荒
ぶ

と
こ
ろ
｣
の
意
と
な
る
O

と
い
う
説
明
は
'
ス
サ

(荒
)
ム
と
い
う
動
詞
に
あ
て
は
め
て
演
鐸
し
た
も

の
だ
が
注
目
に
価
す
る
｡
こ
の
説
明
は
序
論
に
記
し
た
筆
者
自
身
の
仮
説

(特
に
仮
説
4
)
と
重
な
る
か
ら
で
あ
り
'
そ
の
実
証
こ
そ
が
肝
要
な
の
で

あ
る
｡
そ
こ
で
､
筆
者
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
ね
る
こ
と
に
な
る
｡
前
に
記

し
た
よ
う
に
'
全
体
的
に
は
傾
斜
が
強
い
の
に
､
た
と
え
ば
出
雲
市
か
ら
神

戸
川
を
遡
行
す
る
国
道
1
8
4
号
を
南
下
し
て
行

っ
て
も
､
大
切
な
御
田

･

宮
内
か
ら
須
佐
に
か
け
て
思
っ
た
ほ
ど
急
傾
斜
で
は
な
-
､
起
状
も
さ
程
で

は
な
い
｡
た
だ
途
中
に
は
立
久
恵
峡
と
い
う
風
化
浸
食
を
受
け
た
石
柱

･
断

崖

･
奇
岩

･
怪
石
が
連
続
す
る
風
光
地
が
あ
る

(須
佐
か
ら
は
10
血
余
で
離

れ
す
ぎ
る
が
､
こ
の
ク
エ
が
浸
食
の
意
で
あ
る
)
0

と
こ
ろ
で
､
平
成
5
年
11
月
､
こ
の
コ
ー
ス
で
訪
れ
た
と
き
､
佐
田
町
役

場
に
も
近
い
須
佐
川
ぞ
い
の
道
路
わ
き
が
地
崩
れ
し
て
い
る
の
を
見
つ
け

た
｡
し
か
も
護
岸
工
事
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
が
崩
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

こ
れ
に
ょ
っ
て
ス
サ
地
方
が
崩
壊
な
ど
の
著
し
い
所
で
あ
ろ
う
と
の
心
証
を

得
た
｡
古
代
の
須
佐
郷
は
現
在
の
佐
田
町
か
ら
更
に
奥
の
掛
合
町
(穴
見

･
入
間
)

(

見
土記
和
名
抄
･
｢島根
県
地名
大辞
典
｣角
川)

に

わ

た

っ

て

い

た

か

ら

'

少
し
で
も
そ
れ
に
近
い
道
筋
で
見
よ
う
と
思

い
'
平
成
6
年
3
月
末
に
は
宍
道
町
か
ら
三
刀
屋
を
経
て
､
東
側
の
山
地
を

越
え
て
入
っ
て
み
た
｡
想
像
以
上
に
起
伏
曲
折
の
多
い
道
で
あ

っ
た
が
､
宮

内
が
見
お
ろ
さ
れ
る
辺
ま
で
来
る
と
新
し
い
道
路
の
工
事
中
で
あ

っ
た
O
旧

●
●
●
●
●

道
を
こ
そ
見
る
べ
き
な
の
で
､
そ
の
ま
ま
つ
づ
ら
折
り
に
山
を
下
る
と
､
路

肩
か
ら
崖
崩
れ
が
起
り
､
曲
折
し
て
続
い
て
い
る
こ
の
道
の
下
を
埋
め
て
し

ま
っ
て
い
る
｡
車
を
降
り
､
崩
落
土
を
渡

っ
て
下
ま
で
お
り
て
み
る
と
､
そ

の
崩
落
は
下
の
棚
田
に
届
い
て
い
る
｡
更
に
下
か
ら
見
上
げ
る
と
､
そ
の
棚

田
そ
の
も
の
が
､
か
つ
て
そ
う
し
た
地
崩
れ
に
ょ
っ
て
で
き
た
斜
面
で
､
後

に
農
地
と
し
て
整
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は

一
目
瞭
然
で
あ

っ
た
｡

当
地
の
川
は
大
き
い
と
は
言
え
な
い
が
､
ほ
ぼ
須
佐
神
社
の
あ
る
所
を
鼻

に
し
て
上
流
は
曲
折
や
滝
状
の
所
が
多
-
､
浸
食
は
な
お
現
在
進
行
し
て
い

る
と
見
ら
れ
る
o

ケ
ゾ

ま
た
､
逆
に
神
社
よ
り
下
流
に
当
る
､
佐
田
町
毛
津
の
地
区
は
地
質
が
真

砂
系
で
､
山
崩
れ
が
起
こ
り
や
す
く
､
幾
度
か
災
害
に
あ

っ
て
い
る
と
の
記

述
が
あ
る

(島
根
県
地
名
大
辞
典

･
角
川
)
0

スサ

こ
う
し
て
､
須
佐
の
地
が
､
土
砂
崩
壊
が
多
-

(荒
で
あ
り
)
'
そ
の
崩
壊

土
が
農
地

(稲
作
用
地
)
と
な
り
､
ま
た
下
流
の
平
野
の
源
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
O

ィ
､
ス
サ

(須
佐
)
山
口
県
阿
武
郡
須
佐
o

前
者
と
同
じ
山
陰
で
あ
る
｡
中
国
山
地
は
､
島
根
県
よ
り
更
に
海
岸
に
接

近
し
'
急
憤
斜
で
あ
る
｡
ま
た
海
岸
が
沈
降
性
で
海
食
崖
が
形
成
さ
れ
て
い

る
｡
特
に
須
佐
海
岸
の
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

(頁
岩
と
粘
板
岩
と
が
層
状
に
重

な
っ
て
海
食
崖
に
そ
の
断
面
を
見
せ
て
い
る
も
の
)
が
有
名
で
､
須
佐
と
言

え
ば
こ
れ
を
想
起
す
る
人
が
多
い
で
あ
ろ
う
｡
荒
々
し
-
削
ら
れ
た
こ
の
景

スサ

も

｢荒
｣
で
な
い
こ
と
も
な
い
が
､
そ
の
後
背
地
が
起
伏
の
大
き
い
土
地

で
､
島
根
の
須
佐
と
共
通
し
て
い
る
｡
つ
い
で
に
､
山
口
県
の
こ
こ
が

｢阿

武
郡
｣
で
あ
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
｡
福
島

･
宮
城
を
貫
-
阿
武
隈
川
も
､

●
●

山
の
中
の
険
し
い
谷
間
を
曲
折
し
て
流
れ
る
O
そ
の
点
､
山
口
県
の
阿
武
川

●
●

も
同
じ
で
あ
る

(大
阪
府
茨
木
市
～
高
域
市
境
の
阿
武
山
も
浸
食
甚
し
く
'

麓
に
崩
壊
土
壌
が
多
い
)
O

一
方

山
口
県
の
須
佐
も
麓
の
平
地
に
稲
作
が
行

わ
れ
て
い
る
点
､
島
根
県
の
須
佐
と
共
通
で
あ
る
｡

ウ
､
ス
サ
ギ

(須
佐
木
)
栃
木
県
那
須
郡
須
佐
木

山
に
囲
ま
れ
､
川
に
沿

っ
た
小
平
地
の
あ
る
村
｡
島
根
の
須
佐
の
よ
う
に
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｢小
さ
き
国
な
れ
ど
も
､
国
所
な
り
｣
の
感
じ
で
あ
る
｡

ス
ス
･
ス
ズ

(須
々
･
疾

･
鈴

･
珠
洲
)

ア
､
ス
ズ

(珠
洲
)
石
川
県
珠
洲
郡

(
刊本
郡
部
)

現
在
の
発
音
は
ス
ズ
で
あ
る
が
､
和
名
抄
は
｢

須
々

｣

と
注
し
て
い
る
か

ら
清
音
の
重
複
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
o
当
地
名
に
つ
い
て
'
｢
こ
こ
は
古

代
軍
事
上
の
要
地
で
あ
り
､
｢蜂

(狼
煙
)
｣
の
古
訓
が

｢す
す
み
｣
で
あ
る
か

ら
｢蜂
｣
の
意
で
あ
ろ
う
と
す
る
の
が
従
来
有
力
視
さ
れ
て
い
る
が

｢-
ミ
｣

●

●

は
な
い
の
で
あ
る
し
､
地
内
に

｢鈴
｣
地
名
が
あ
り

(鈴
内
=
珠
洲
市
､
鈴

●

屋
=
輪
島
市
)
､.
後
述
の
と
お
り
鈴
は
崩
壊
性
の
土
砂
'
お
よ
び
そ
の
よ
う

寡

な
地
相
を
表
し
て
い
る
か
ら
､
こ
こ
も
同
様
と
み
る
｡
例
の
佳

字
表
記
で
あ

ろ
う
O
鈴
内
川
沿
い
の
横
穴
群
'
神
明
社
の
ダ
ゴ
の
宮
の
名
な
ど
､
い
ず
れ

も
段
丘

･
崖

･
浸
食
な
ど
の
相
を
表
す
も
の
で
あ
る
｡

イ
'
ス
ズ

(蘇
)
山
形
県
西
田
川
郡

海
岸
に
崖
が
迫
り
､
崩
壊
の
相
｡
海
中
に
米
俵
の
よ
う
な
石
が
累
々
と
こ

ろ
が

っ
て
い
る
｡

注
､
｢錫
｣
鉱
石
は
砂
状
ま
た
は
石
英

･
水
晶
な
ど
に
介
在
し
て
産
す
る
｡

ウ
､
ス
ス
マ
ゴ

(床
孫
)
岩
手
県
和
賀
郡
和
賀
町
｡

｢須
々
孫
｣
と
も
書
い
た
O
北
上
盆
地
の
西
部
で
､
和
賀
川
が
東
に
流
れ

る
O
そ
の
右
岸
の
沖
積
地
段
丘
上
に
あ
る
O
段
丘
崖
は
比
高
30
-
40

m
｡
な

お
和
賀
川
の
支
流
が
こ
の
段
丘
崖
を
浸
食
し
て
合
流
し
て
い
る
｡

こ
の
地
名
に
つ
い
て
ア
イ
ヌ
語
の
ス
ス
マ
ク

(柳
な
ど
の
湿
地
植
物
の
繁

茂
す
る
所
)
の
意
と
す
る
も
の
が
あ
り
､
結
果
的
に
あ
る
程
度
は
妥
当
で
あ

る
が
､
こ
こ
に
限
定
し
て
名
義
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
｡
和
賀
川
が
西
方

よ
り
沖
積

(
一
方
で
浸
食
)
を
続
け
た
地
形
で
あ
り
､
全
体
的
な
ス
ス
･
ス

ズ
地
名
の
共
通
性
で
考
え
る
べ
き
で
あ
る
｡
｢煤
｣
は
あ
て
字
に
し
て
も
､
あ

る
程
度
崩
れ
や
す
い
性
質
を
表
し
て
い
る
｡
｢孫
｣
は

｢間

(名
詞
)
｣
ま
た

こ

は

｢動
詞
性
語
尾
｣
(多
分
後
者
)
に
､
更
に

｢所

(名
詞
)
｣
が
つ
い
た
形

で
あ
ろ
う

(次
項
参
照
)
｡

エ

､

ス
ス
マ

(須
々
万
)
山
口
県
徳
山
市
o

市
街
の
北
方
10
血
余
の
所
で
､
山
間
の
沖
積
土
壌
で
水
田
が
営
ま
れ
て
い

(ー0
血
以
内
)

る
｡
周
縁
の
山
の
麓
は
剥
落

･
崩
壊
相
を
示
し
､
比

較

的

近

い

類
似
相
の
所

に

｢須
方
｣
が
2
カ
所
あ
り
､
同

一
の
目
で
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
｡
｢
ス

普間
｣
で
あ
ろ
う
o
同
じ
マ
で
も
須
方

･
須
磨
な
ど
は
ス
が

l
つ
で
あ
る
だ
け

動
作
性
が
稀
薄
で
､

マ
の
万
も
名
詞
的
に
見
ら
れ
る
｡
そ
れ
に
対
し
ス
ス
マ

は
ス
の
重
複
に
ょ
っ
て
反
覆

･
継
続
の
状
態
や
動
作
が
感
じ
ら
れ
'
マ
の
方

も
そ
れ
に
伴

っ
て
動
作
性
が
強
-
な

っ
て
い
る
と
判
断
し
た
｡

須
々
万
の
周
縁
の
崖
面
は
現
在
も
崩
落
を
続
け
て
い
て
､
田
の
高
さ
は
明

瞭
な
段
差
が
あ
る
｡
即
ち
､
こ
れ
を
目
の
前
に
見
る
と

｢崩
落
～
平
地
化
が

目
の
前
に
進
ん
で
い
る
｣
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
｡
た
だ
､
文

法
で
い
う
未

然
形
に
語
形
が

1
致
す
る
か
ら
､
｢そ
う
な

っ
て
い
な
い
意
味
だ
｣
な
ど
考

え
る
の
は
全
く
当
を
得
な
い
｡
活
用
形
が
文
法
的
意
義
を
分
か
ち
も
つ
以
前

の
用
法
が
残

っ
て
い
る
も
の
と
思
う
O

(5
Bほど)

な
お
近
-
に
前
述
し
た

｢
サ
サ
地
名
｣
が
あ
り

(楽
々
谷
)
'
以
て
総
合
的

に
崩
落
し
平
地
が
形
成
さ
れ
る
過
程
を
表
し
た
自
然
地
名
と
見
ら
れ
る
o

市

オ
､
ス
ズ
カ
(鈴
鹿
)
三
重
県

･
滋
賀
県
境
(鈴
鹿
山
脈

･
鈴
鹿
郡

･
鈴
鹿
峠
)

鈴
鹿
山
脈
は
伊
勢
湾
と
琵
琶
湖
の
間
の
､
幅
50
血
に
高
さ
1
0
0
0
-

1

2
0
0

m
の
山
脈
が
あ
る
も
の
で
､
傾
斜
は
西
側
緩
-
東
側

は
急
傾
斜
で
あ

る
｡
当
地
の
地
形
に
強
-
関
係
す
る
の
は
断
層
で
､
山
脈
に
平
行
し
て

｢確

実
度
Ⅰ
級
の
活
断
層
｣
が
走
る
｡
特
に
東
側
は
三
本
ほ
ど
が
並
ぶ
｡
山
脈
の

南
端
部
は
西
に
曲

っ
て
い
る
が
､
こ
の
辺
が
最
も
断
層
の
多
い
所
で
､
か
つ

鈴
鹿
郡
で
あ
り
鈴
鹿
峠
も
こ
の
中
に
あ
る
｡

地
質
は
､
基
盤
が
砂
岩

･
頁
岩

･
チ
ャ
ー
ト

(皆
浸
食
を
う
け
や
す
い
)

の
外

･
石
灰
岩
を
含
む
古
生
層
で
'
南
部
に
は
中
生
代
に
迷
入
し
た
花
尚

(風
化
細
砕
し
､
ポ
ソポ
ソ
の土
が
多
い)

岩

類

が

広

-

分

布

す

る

｡

地
勢
に
つ
い
て
は
､
古
-
か
ら
断
崖
絶
壁

･
奇
岩
と
美
し
い
渓
谷
群
と
を

も

っ
て
知
ら
れ
て
い
た
o

10
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3.

崩
れ
や
す
い
地
質

･
地
形

･
急
傾
斜
が
重
な
れ
ば
､
川
の
下
流
に
は
必
然

的
に
土
砂
が
堆
積
す
る
｡
そ
う
し
て
で
き
た
の
が

｢関

･
亀
山
｣
を
扇
要
と

す
る
扇
状
地
で
､
関
西
線

･
紀
西
線
の
鉄
道
が
挟
む
三
角
形
が
､
ほ
ぼ
そ
れ

に
当
る
o

地
名
語
源
に
つ
い
て
は
'
地
内
の
山
に
生
ず
る
ス
ズ
タ
ケ
に
由
来
す
る
と

言
う
が
､
い
か
が
｡
こ
れ
は
ヤ
ダ
ケ
の
こ
と
で
大
型
の
笹

･
篠
竹
を
い
う
｡

全
国
的
に
分
布
し
､
当
地
の
み
に
生
え
る
の
で
は
な
い
し
､
ス
ズ

･
カ
の
語

形
の
説
明
も
十
分
で
は
な
い
O
述
べ
て
き
た
と
お
り

｢
ス
ズ

(崩
壊
性
地

(地名
)

形
-
)
+
カ

(所
)
｣
と
考
え
る
｡
竹
の
名
な
ど
も
､
ス

ズ

に
生
え
る
か
ら
ス

ズ
竹
と
い
う
と
考
え
た
万
が
自
然
で
あ
ろ
う
O

ス
セ

(嵩
山
)
愛
知
県
豊
橋
市
｡

ア
'
こ
の
地
名

(山
名
)
は
'
｢当
地
の
正
宗
寺
の
開
山
目
顔
禅
師
が
､
こ
の
山

が
達
磨
大
師
の
故
地
嵩
山
に
似
て
い
る
の
で
名
と
し
た
｣
の
よ
う
に
言
わ
れ

て
い
る
が
､
地
名
の
起
り
の
説
明
と
し
て
は
逆
で
あ
ろ
う
｡
表
記
に
つ
い
て

は
あ
る
い
は
そ
う
か
と
思
わ
れ
る
｡
し
か
し
､
こ
う
説
明
し
て
も
ス
セ
と
い

う
地
名
の
真
義
は
何
ら
解
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
O

こ
こ
は
愛
知
県

･
静
岡
県
境
で
あ
り
､
標
高
3
0
0
-
5
0
0
m
ほ
ど
の

山
脈
が
続
い
て
い
る
｡
谷
を
は
さ
ん
で
'
尾
板
状
の
山
が
低
地
部
を
と
り
囲

(土
石沈
危験
渓
洗
であ
る)

ん
で
い
る
｡
こ
の
谷
は

浸

食

が

強

-

'

中
央
の
川

(神
田
川
)
に
至
る
瀬
は

急
流
で
あ
る
Q

地
質
上
は
'
石
灰
岩
が
多
く
､
鍾
乳
洞

｢嵩
山
の
蛇
穴
｣
が
あ
る
o
ま
た

こ
の
人
口
付
近
の
堆
積
土
か
ら
縄
文
早
期
の
土
器

(押
型
文
)
や
獣
骨
な
ど

が
発
掘
さ
れ
､
当
地
が
古
-
か
ら
の
生
活
用
地
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
oこ
の
ス
セ
は
'
や
は
り
浸
食
1
堆
積
の
相
を
あ
ら
わ
し
て
､
ス
は
砂

･
洲

で
崩
壊
の
意
味
､
セ
は
地
の
盛
り
上
り
の
意
で
､
前
出
の

｢
サ
セ

(砂
+
追

上
り
)
｣
と
鞍
を
共
に
す
る
｡
浸
食
に
ょ
っ
て
鋭
-
聾
え
た
山
が
残

っ
た
も

の
o
な
お
近
-
の
類
似
地
形
の
所
に
ス
サ
ノ
ヲ
神
社
あ
り
O

イ
'

ス
セ

(周
世
)
兵
庫
県
赤
穂
市
｡

赤
穂
市
街
の
東
北
方
に
当
る
｡
北
は
有
年
横
尾
'
西
は
真
殿
､
南
は
高
野

と
千
種
川
を
隔
て
て
高
雄
､
東
は
相
生
市

(と
の
境
の
山
地
)
｡
山
で
囲
ま

れ
､
千
種
川
で
削
ら
れ
た
谷
底
地
形
｡
周
囲
の
山
は
か
ぶ
さ
る
よ
う
な
感
が

あ
る
0

第
三
節

七
地
名
の
地
相

〔
セ

(原
形
)
〕

●

純
粋
に
単
独
で
セ
と
い
う
地
名
は
､
愛
媛
県
長
浜
町
瀬
と
い
う
の
が
あ
る
が
'

具
体
的
な
意
味
で
な
い
表
記
の
単
独
例
は
見
出
し
て
い
な
い
O
合
成
地
名
は
多

い
O
セ
の
意
味
に
つ
い
て
は
､
川
の
浅
瀬

･
海
湖
な
ど
の
岸
の
よ
う
に
水
に
密
接

し
た
場
合
は
殆
ん
ど
問
題
な
い
O
こ
の
場
合
は
大
体
水
音
の
擬
音
で
あ
ろ
う
O

し
か
し
注
意
を
要
す
る
の
は
､
必
ず
し
も
水
に
密
着
し
て
い
る
と
思
わ
れ
な
い

場
合
で
あ
る
O
セ
単
独
の
例
か
ら
は
こ
の
ケ
ー
ス
が
見
当
た
ら
な
い
が
､
水
に
杏

着
し
た
場
合
と
同
語
な
の
は

｢通
常
流
れ
な
-
て
も
､
豪
雨
な
ど
で
水
が
流
れ
れ

ば
同
じ
音
が
す
る
｣
と
い
う
経
験
に
裏
づ
け
ら
れ
た
も
の
か
と
思
う

(こ
の
点
'

●

●

前
述
の
サ
や
タ
な
ど
に
も
共
通
す
る
)
｡
瀬
は
訓
よ
み
で
あ
る
｡

こ
の
セ
に
つ
い
て
は
'
便
宜
上
､
｢カ
｣
が
後
接
し
た

｢
セ
カ
｣
を
と
り
あ
げ
て

お
-
､
こ
の
カ
は
'
品
詞
的
に
は
形
式
体
言
で
あ
ろ
う
が
､
様
態
ま
た
は
動
作
態

の
よ
う
な
意
味
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
o
語
形
的
に
も

｢
サ
カ

(坂
)

･
タ

カ

(高
)

･
ス
カ

(州
処
)
｣
な
ど
に
対
応
す
る
｡
●
●

ア
､
セ
カ

(瀬
加
)
兵
庫
県
神
崎
郡
市
川
町
瀬
加
o

姫
路
市
の
北
々
東
20
血
余
｡
こ
の
方
向
か
ら
市
川
が
流
れ
る
o
瀬
加
は
､
そ

の
支
流
岡
部
川
に
沿
い
山
の
麓
に
当
る
｡
上
瀬
加

･
下
瀬
加
に
分
れ
て
い
る
｡

埼

(応
神
)

こ
こ
は
､
播
磨
国
風
土
記
､
神
前

郡
に

｢勢
賀
｣
と
し
て
記
載
し
､
｢
品

太

の

せ

天
皇
が
狩
を
な
さ
れ
､
獲
物
の
逃
げ
道
を
約

き
出
し
て
殺
し
た
｡
そ
こ
で
勢
賀

と
い
う
O｣
と
の
故
事
を
示
す
.
も
ち
ろ
ん
地
名
に
あ
わ
せ
た
語
源
説
で
あ
ろ

せ

う
が
､
岡
部
川
は
両
側
を
高
い
山
で
挟
ま
れ
た
形
で
､
地
形
自
体
が
｢
塞

か
れ

ll
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た
｣
形
と
言
い
得
る
｡
よ
っ
て
風
土
記
の
話
に
も
傾
聴
す
べ
き
点
が
あ
る
｡

さ
て
､
前
節
ま
で
は

｢原
形
の
反
復
｣
や

｢原
形
相
互
の
複
合
｣
の
例
が
あ

っ

た
が
､
セ
に
つ
い
て
は
､
｢
セ
セ
｣
｢
セ
サ

･
セ
ス
｣
な
ど
目
'ほ
し
い
も
の
が
な

い
｡
直
ち
に

｢語
尾
の
付
属
｣
に
入
る
｡

〔語
尾
の
付
属
〕

●

L

セ
ラ

(世
羅

･
世
良
)

ア
､
セ
ラ

(世
羅
)
広
島
県
世
羅
郡
｡

広
島
県
東
部
で
吉
備
高
原
に
属
し
､
｢世
羅
台
地
｣
と
も
言
わ
れ
る
5
0
0

m
前
後
の
台
地
で
あ
る
｡
こ
の
中
に
は
第
四
紀
に
な

っ
て
か
ら
噴
出
し
た
玄
武

岩
鐘
の
山
も
あ
る
O
世
羅
町
を
流
れ
る
三
川
～
芦
田
川
は
瀬
戸
内
海
へ
､
西
世

羅
町
を
流
れ
る
美
妓
羅
川
～
江
川
は
日
本
海

へ
と
そ
れ
ぞ
れ
流
れ
て
い
て
､
両

町
間
12
血
ほ
ど
が
分
水
界

と
な

っ
て
い
る
｡
こ
の
台
地
を
削

っ
た
川
は
､
中
に

盆
地
状
の
平
地
を
形
成
し
て
い
る

(世
羅
町
な
ど
)
｡
こ
こ
は
､
山
が
せ
り
上
っ

て
い
る
意
味
か
､
川
の
堆
積
で
平
地
が
せ
り
上

っ
た
の
意
味
か
'
区
別
が
つ
き

難
い
｡

●
●
●

ィ
､
セ
ラ
ダ

(群
馬
県
太
田
市
世
良
田
)
利
根
川
に
流
入
す
る
支
流
ぞ
い
の
小
丘

地
｡

(
小
川
町
)

●

●

ウ
､
セ
ラ
ク

(茨
城
県
東
茨

城

郡

世
業
)
北
浦
に
注
ぐ
巴
川
ぞ
い
の
徴
高
地
｡
こ

●

●
●

●

●
●

の
語
形
は
､
ア
テ
ラ
に
対
し
ア
テ
ラ
ク
､
サ
ガ
ラ
に
対
し
サ
ガ
ラ
キ

(
ラ
カ

･

ラ
ク
)
が
あ
る
の
と
対
応
す
る
｡

●
●
●

注

な
お
セ
ラ
地
名
に
は
､
セ
ラ
ザ

ハ
(青
森
県
鶴
田
町
世
良
沢
)
､
セ
ラ
ガ
キ

●
●
●

●
●
●

(沖
縄
県
恩
納
村
瀬
良
垣
)
'
セ
ラ
バ
ナ

(鹿
児
島
県
東
町
セ
ラ
鼻
)
な
ど
が

あ
る
｡

●

2
.

セ
リ

(芹

･
世
利

･
瀬
利

･
瀬
里

･
勢
里
)

セ
リ
地
名
に
つ
い
て
'
研
究
の
過
程
に
沿

っ
て
い
え
ば
､
下
に
名
詞
が
つ
い
た

形
が
秋
田
県
内
に
あ
り

(芹
田

･
芹
沢
)
､
そ
の
語
根
と
し
て
セ
リ
が
注
意
さ
れ
､

そ
の
対
応
形
と
し
て
セ
ラ
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

芹
-
モ

ア
'
セ
リ
(
瀬

利

)

兵
庫
県
多
紀
郡
｡

山
間
の
田
園
地
で
あ
る
が
､
田
の
面
に
段
差
が
顕
著
で
､
両
側
の
山
ぞ
い
よ

り
も
､
中
央
部
が
高
い
｡
周
囲
の
山
は
花
尚
岩
崩
壊
相
｡

芹

ィ
､
セ
リ

(世
利

)
大
分
市
｡
七
瀬
川
左
岸
｡
こ
の
川
は
阿
蘇
熔
岩
を
深
-

(大
分
県
地
名
大
辞
典
･角
川
)

追
pE>

え

ぐ

っ

て

流

れ

､

川
筋
の
下
流
に
堆

漬

し
た

(ウ
､
芹
川
､
参
照
)
.

以
下
､
体
言
等
が
後
援
し
た
も
の
を
示
す
｡

ウ
'
セ
リ
カ
ハ

(芹
川
)
大
分
県
直
入
郡
｡

有
名
な
観
光
地
久
住
高
原
に
発
し
､
下
流
は
大
分
川
に
合
流
す
る
｡
芹
川
お

よ
び
そ
の
支
流
は
同
様
の
相
を
も
ち
､
曲
折
し
た
急
流
部
が
火
山
灰

･
帰
結
凝

灰
岩
を
浸
食
し
て
狭
長
な
谷
底
平
野
を
形
成
し
､
か
つ
濯
概
し
て
い
る
O
こ
の

支
流
群
に
は
流
域
の
地
質
が
少
し
違
う
も
の
も
あ
る
が
浸
食
を
受
け
や
す
い
点

は

一
致
し
て
い
る
｡
か
つ
洪
水
を
起
こ
し
や
す
い
の
で
､
芹
州
ダ
ム
が
作
ら
れ

た

(港
概

･
発
電
を
兼
ね
る
)
0

な
お
'
こ
の
川
口
に
当
る
大
分
市
に
は
七
瀬
川

(大
分
川
支
流
)
が
あ
り
､

芹
村

そ
の
左
岸
に

｢世
利

(前
項
)
｣
が
あ
る
O
や
は
り
川
の
浸
食

･
運
搬
作
用
の
結

果
､
下
流
部
に
土
砂
が
堆
積
し
､
セ
リ
上

っ
た
所
で
あ
る
｡

エ
､
セ
リ
カ
ハ

(芹
川
)
滋
賀
県
多
賀
町
～
彦
根
市
｡

か
つ
て
タ
ガ
を
と
り
あ
げ
た
と
き
､

｢(当
地
の
)
川
が
水
音
を
立
て
て
流
れ

る
｣
点
に
注
目
し
､
結
果
的
に

｢滝
タ
キ
｣
と
の
関
連
を
考
え
る
に
至

っ
た
｡

当
時
は
川
の
上
流
部
に
は
あ
ま
り
注
意
を
払

っ
て
い
な
か
っ
た
が
､
そ
の
後
､

後
背
山
地
の
山
相
を
合
わ
せ
て
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
｡
そ
の
日
で
改
め
て
当

地
を
み
る
と
こ
の
多
賀
を
通

っ
て
彦
根
で
琵
琶
湖
に
入
る
の
が
と
り
も
な
お
き

ず

｢芹
川
｣
で
あ
り
､
こ
れ
は
詳
細
に
見
な
お
す
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
た
O

-
結
論
二
｡

こ
の
芹
川
は
'
滋
賀
県

･
三
重
県
の
境
に
近
い
霊
仙
山
中
腹
に
発
し
､
上
流

(汝
賀
県
地
名
大
辞
典
･角
川
)

部
は
教
本
の
断
層
の
あ
る
山
地
を
険
し
い
谷
を

う

が

っ

て

曲

流

し

､
多
賀
町
八

重
練
付
近
か
ら
平
地
に
出
る
が
砂
防
ダ
ム
や
堰
堤
が
あ
り
急
流
で
あ
る
｡
旧
河

道
は
彦
根
市
街
の
東
部
で
北
に
曲
り
金
亀
山
の
東
を
通

っ
て
松
原
内
湖

(彦
根

(岡
が
あ
る
姪
か
に
〕

市
の
北
)
に
注
い
で
い
た
D
こ
れ
は
､
自

ら

が

作

っ

た
土
砂
堆
積
に
よ
っ
て
流

12
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路
が
塞
が
れ
た
も
の
で
､
そ
の
町
名
が

｢芹
町

･
芹
川
町
｣
な
の
で
あ
る
｡

｢芹
｣
の
字
を
書
-
セ
リ
地
名
の
所
に
は
､
か
な
り
共
通
的
に

｢芹
が
生
え

て
い
る
か
ら
｣
と
い
う
よ
う
な
語
源
説
が
あ
る
が
'
逆
に
'
川
ぞ
い
･
湿
地
な

ど
に

｢芹
が
よ
-
生
え
る
｣
の
で
あ

っ
て
'
自
然
地
名
が
産
出
母
胎
と
な
っ
て

生
育
す
る
植
物
名
に
転
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡
あ
る
い
は
､
芹
と
の
関
係
は
文

字
表
記
上
の
借
用

(あ
て
字
)
で
､
植
物
と
し
て
の
芹
は

｢噛
む
と
き
の
音
｣

◆

と
い
う
方
が
当

っ
て
い
る
か
と
思
う
C
堆
積
土
の
砂
利
の
音
と
類
似
す
る
0

オ
､
セ
リ
タ

(芹
田
)
秋
田
県
由
利
郡
仁
賀
保
町
｡

当
地
方
を
代
表
す
る
鳥
海
山
の
最
大
の
谷
を
つ
-
っ
て
い
る
の
ほ
白
雪
川
で

あ
る
が
､
そ
の
川
が
､
日
本
海
岸
に
ま
る
く
も
り
上

っ
た
岬
を
つ
く

っ
て
い

る
｡
そ
れ
が
芹
田
で
あ
る
｡

こ
の
点
､
左
の
セ
リ
地
名
も
共
通
で
あ
る
｡
(川
名
は
異
る
)

●
●

一
山
形
県
遊
佐
町
芹
田

(
セ
リ
タ
)

●
●

新
潟
県
南
魚
沼
郡
大
和
町
芹
田

(
セ
リ
ダ
)

●
●

秋
田
県
北
秋
田
郡
合
川
町
芹
沢

(
セ
リ
ザ
ハ
)

●
●
●

鹿
児
島
県
沖
永
良
部
島
瀬
利
覚

(
セ
リ
カ
ク
)

●
●
●

沖
縄
県
浦
添
市

･
伊
是
名
村
､
勢
理
客

(
セ
リ
キ
ャ
ク
)

以
上
､
諸
資
料
の
内
容
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
る
実
地
検
証
に
よ
っ
て
､

序
論
に
の
べ
た
仮
説
は
お
お
よ
そ
実
証
さ
れ
た
と
信
じ
る
｡

さ
て
､
サ
行
音
語
頭
自
然
地
名
は
非
常
に
多
-
､
シ
･
ソ
を
省
き
代
表
的
な
例

に
絞

っ
て
さ
え
紙
面
が
足
り
な
い
o
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
日
を
期
す
る
こ
と
に

し
て
論
を
先
に
進
め
た
い
｡

第

二
章

サ
行
音
譜
頭
自
然
地
名
と
出
雲
系
神
話

サ
行
書
語
頭
自
然
地
名
は
､
出
雲
系
神
話
と
り
わ
け
ス
サ
ノ
ヲ
神
に
強
い
結
び
つ

き
が
あ
る
｡
こ
の
神
の
神
話
的
意
味
に
つ
い
て
は
種
々
に

(た
と
え
ば
､
荒
神

･
武

神

･
鉄
生
産
と
関
係
あ
り

･
外
来
神
な
ど
)
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
､
今

一
々
を
引
用

や
批
判
な
ど
述
べ
る
紙
数
が
な
い
O
こ
の
度
は
と
り
あ
え
ず
自
ら
の
考
え
を
述
べ
る

こ
と
に
す
る
O

ま
ず
'
関
係
す
る
神
々
の
系
図
を
掲
げ
る
O

〔
ス
サ
ノ
ヲ
神
を
中
心
と
す
る
系
図

(要
)
〕

イ
ザ
ナ
ギ
神

壷

㈹
｢

イ
ザ
ナ
ミ
神

各
々
の
所
持
品
を

交
換
し
て
互
い
に

か
み
く
だ
き
息
吹

と
し
た
中
に
生
ま

れ
た
｡
も
と
の
物

の
所
有
者
の
子
と

判
定
し
た
O

(
本

人
)

①

ス
サ

ノヲ
神

②
タ
キ
リ
姫

③
イ
チ
キ
シ
マ
姫

④
タ
キ
ッ
姫

･
～･
･J

･

:
I

13

ツ

マ

ツ
ヒ
メ

大
山
津
見
神
-
足
名
堆

手経
机

(辛
)

二

⑤
ク
シ

(

イ
)
ナ
ダ
姫

大
賢
神
l

錯

銅

神

(｣
｢
)

(そ
の
他
)

こ
の
中
で
'
系
図
上
の
地
位
と
名
義
と
の
結
び
つ
き
に
問
題
な
い
と
思
わ
れ
る
の

(大
山津
見
)

●
●
●

●
●
●

は
ク
シ
(イ
)
ナ
ダ
姫
で
あ
る
｡
大

山

砥

神
の
子
足
名
椎
と
手
名
椎
と
の
娘
で
あ
る
か

●

ク

ら
地
の
系
統
を
引
き
､
｢稲
田
｣
に
よ
っ
て
稲
作
と
の
関
係
を
示
す
｡
ク
シ
は
奇
シ

●

(美
称
)
と
も
ま
た
八
俣
の
お
ろ
ち
退
治
の
時
､
櫛
に
し
て
隠
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

ク
シ

て
櫛
と
も
さ
れ
る
が
､
大
勢
に
影
響
は
な
い
O
ス
サ
ノ
ヲ
が
こ
れ
を
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ

チ
か
ら
救

っ
て
妻
に
し
た
の
は
､
稲
作
農
へ
の
寄
与
に
外
な
ら
な
い
｡

義
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こ
の
婚
姻
関
係
で
､
も
う

1
度
ス
サ
ノ
ヲ
神
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
｡
古
事
記
で

(し
ら
せ
)

は
'
本
来
父
神
に
よ
っ
て

｢海
原
を
治

め

よ

｣

と
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
､
領
分

を
治
め
な
い
ば
か
り
か
､
泣
き
い
き
ち
､
青
山
は
枯
山
に
な
す
O
そ
こ
で
父
神
か
ら

理
由
を
尋
ね
ら
れ
'
｢我
は
母
の
国
､
板
の
堅
州
国
に
罷
ら
む
と
-
｣
と
答
え
る
｡
す

る
と
父
イ
ザ
ナ
ギ
神
は
大
い
に
怒

っ
て

｢汝
は
こ
の
国
に
住
む
べ
か
ら
ず
｣
と
仰

言

っ
て
ス
サ
ノ
ヲ
神
を

｢神
や
ら
ひ
に
や
ら
ひ
賜
ひ
-
｣
､
し
か
も
'
こ
れ
を
も

っ
て

(紀
は
茨
路
島
の
多
賀
)

イ
ザ
ナ
ギ
神
は
神
事
終
え
､
｢故
､
そ
の
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
大
神
は
､
淡

海

の

多

賀

に

坐
す

な
り
O｣
と
記
さ
れ
て
話
は

1
段
落
す
る
o
(記
)

こ
の
話
に
､
筆
者
は
素
朴
な
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
｡
そ
れ
は
父
イ
ザ
ナ
辛

の
激
怒
の
理
由
も
さ
る
事
な
が
ら
､
｢
ス
サ
ノ
ヲ
神
を
地
上
に
追
放
し
て
､
さ
て
､
イ

ザ
ナ
ギ
の
大
神
も
地
上
国
の
多
賀
に
坐
す
｣
と
語
る
の
は
な
､ぜ
だ
ろ
う
か
-
の
点
で

あ
る
｡

(本
紀
賓
00
集
)

実
は
こ
の
疑
問
は
'
先
年

｢稲
作
用
地
名
と
神
話
･

伝

蔑

｣

を
執
筆
し
た
と
き

既
に
感
じ
て
い
た
が
､
解
明
で
き
な
か
っ
た
の
で
触
れ
な
か
っ
た

(後
述
)
0

さ
て
ス
サ
ノ
ヲ
神
は
姉
天
照
大
神
に
挨
拶
し
て
か
ら
下
ろ
う
と
､
天
上
に
登
る
｡

こ
れ
も
姉
か
ら
は

｢天
の
国
を
奪
う
気
か
?
｣
と
疑
わ
れ
､
そ
れ
を
晴
ら
し
､
勝
ち

誇

っ
て
本
性
を
露
わ
に
し
て
暴
れ
る
｡
な
ど
の
曲
折
が
あ
り
､
天
照
大
神
の
岩
戸
が

-
れ
を
惹
起
し
､
遂
に
天
上
神
た
ち

一
同
の
怒
り
を
招
-
｡
結
果
的
に
父
神
に
勘
当

さ
れ
た
ば
か
り
で
な
-
八
百
万
の
神
た
ち
の
総
ス
カ
ン
を
喰

っ
て
地
上
に
降
る
の
で

あ
る
｡
こ
こ
に
至
る
ス
サ
ノ
ヲ
の
行
状
は
､
｢泣
-
｡
山
を
枯
ら
す
｡
満
を
埋
め
､
田
を
破

壊
す
る
.
殿
を
汚
す
.
建
物
を
壊
し
､
人
畜
を
死
に
至
ら
し
め
る
O
｣
こ
れ
み
な
暴
風

スサ

ヲ

雨
や
自
然
災
害
の
表
現
と
見
ら
れ
､
従
来
も

｢荒
の
男
｣
の
意
と
し
て
見
ら
れ
た
｡

こ
れ
は
地
上
に
降
る
ま
で
に
つ
い
て
は
妥
当
で
あ
る
o

と
こ
ろ
が
､
地
上
に
降
る
や

1
転
し
て
ク
シ
イ
ナ
ダ
姫
を
助
け
る
O
こ
の
ヤ
マ
タ

スサ

の
オ
ロ
チ
退
治
も
､
彼
の
荒
の
一
面
で
な
い
こ
と
は
な
い
が
､
明
確
に
善
玉
に
生
れ

変

っ
て
い
る
｡
こ
れ
は
稲
作
中
心
の
農
業
へ
の
貢
献
で
あ

っ
て
'
こ
の
面
に
つ
い
て

は
ま
だ
十
分
な
説
明
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
､
種
々
な
論
議
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
O
筆
者
の
考
え
を
箇
条
的
に
記
せ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

ス
サ
ノ
ヲ
神
は
､
1
.上
流
の
山
に
土
砂
崩
れ
を
起
こ
し
､
浸
食
し
､
下
流
に
運

び
､
細
か
い
土
砂
を
堆
積
さ
せ
て
農
地
を
造
成
し
た
0
2
.彼
の
作
用
は
川
に
沿

っ
て

い
て
'
天

(山
)
か
ら
降
り
､
地
を
流
れ
る
｡
3
.彼
の
力
が
強
-
現
わ
れ
る
の
は
暴

スサ

風
雨

･
洪
水
な
ど
に
伴
う
土
砂
流
で
､
こ
れ
が
荒
の
面
で
あ
る
｡
4
.下
流
部
に
低
平

ス

サ

地
を
作

っ
た
o
こ
れ
は
洲

･
砂
で
､
ス
サ
ノ
ヲ
の
も
う

1
つ
の
面
で
あ
る
｡
5
.こ
の

作
用
は
全
国
各
地
で
見
ら
れ
､
従

っ
て
ス
サ
ノ
ヲ
神
は
各
地
に
杷
ら
れ
て
い
る
0
6

皇
室

天

孫

族
は
稲
作
に
強
い
結
び
つ
き
が
あ
る
が
､
ス
サ
ノ
ヲ
は
天
孫
降
臨
や
地
上
国
辛

定
よ
り
先
に
地
上
に
降
り
'
農
業

(特
に
稲
作
)
の
基
盤
を
整
え
た
｡
7
.ス
サ
ノ
ヲ

が
悪
業
に
よ
っ
て
追
放
さ
れ
た
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
､
い
わ
ば
文
学
的
な

●
●
●
●
●
●
●

構
成
で
あ

っ
て
､
真
実
は
ス
サ
ノ
ヲ
こ
そ
先
に
地
上
に
降
り
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
O
天

孫
降
臨
の
布
石
に
当
る
｡
8
.暴
風
雨
の
神
で
あ
る
が
､
大
地
に
力
を
及
ぼ
し
､
結
果

的
に
大
地
そ
の
も
の
(が
表
す
自
然
現
象
)
の
神
で
も
あ
る
｡
よ
っ
て
彼
の
身
体
か
ら

(紀
･八
段
の
一書
第
五
)

種
々
な
植
物

が

生

長

し

た

O

な
お
､
天
孫
族
が
地
上
に
降
り
た
の
は
､
日
本
人
が
縄
文
期
に
は
高
台
に
棲

み
､
稲
作
に
伴

っ
て
低
地
に
降

っ
た

(大
体
弥
生
期
か
ら
の
特
色
)
こ
と
の
表
現

と
み
れ
ば
筋
が
通
る
｡

山
陰
地
方
に
は

｢稲
イ
ネ

･
ヨ
ネ
｣
地
名
が
注
意
を
ひ
-
｡
川
に
よ
っ
て
堆
積

し
た
徴
細
粒
の
土
壌
を
ヨ
ネ
と
言
い
､
こ
れ
が

｢所

･
処
｣
の
意
の
コ
を
伴

っ
た

ヲ
ナ
ゴ

イ
ナ
ダ

が

｢米
子
｣
で
あ
り
､
田
に
な

っ
た
の
が

｢稲
田
｣
で
あ
る
｡
ス
サ
ノ
ヲ
神
の

｢須
佐
神
社
｣
に
す
ぐ
隣
接
し
た
所
の
地
名
も

｢稲
田
｣
で
あ
り
､
出
雲
大
社
の

イ
ナ
サ

西
海
岸
も

｢稲
佐
｣
で
あ
る
｡

次
に
⑥
ス
セ
リ
姫
に
つ
い
て
-

こ
の
娘
は
､
出
生
が
明
か
で
な
い

(母
不
明
)
o

L
か
し
ス
サ
ノ
ヲ
の
邸
に
居
り
､
ス
サ
ノ
ヲ
が

｢そ
の
我
が
女
ス
セ
リ
姫
‥
｣

と
大

国
主
神
に
詔
う
た
こ
と
で
娘
で
あ
る
点
は
疑
を
容
れ
な
い
｡
さ
て
ス
セ
リ
姫
の
名
義

は
従
来
不
明
と
さ
れ
た
ま
ま
の
よ
う
で
あ
る
が
､
筆
者
の
見
解
は
以
下
の
と
お
り
で

ス
セ

あ
る
｡
1
.本
論
に
自
然
地
名
ス
･
ス
セ

･
セ
リ
を
の
べ
た
と
お
り

｢洲
迫
り

(上

り
)
｣
で
土
壌
の
堆
積
し
て
行
-
事
を
表
す
0
2
.そ
れ
が
ス
サ
ノ
ヲ
の
娘

(
ス
サ
の
結

14
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実
)
で
あ
る
こ
と
は
極
め
て
自
然
で
あ
る
0
3
.ス
セ
リ
姫
の
母
に
つ
い
て
は
記
載
が

な
い
が
､
川
の
堆
積
と
い
う
自
然
現
象
に
よ
る
の
だ
か
ら
不
要
で
も
あ
る
｡
4
.ス
-

洲
が
迫
り
上
る
の
は
概
し
て
下
流
で
'
事
実
'
こ
の
女
神
が
い
ま
し
た
と
い
う
伝
承

(褒
佐
川が
神
戸
川
に
入
り､
そ
の下
津
部
であ
る)

ナ
メ
サ

(風
土
記
)

が
出

雲

市

の

西

南

か

ら

湖

陵

村

に
わ
た
る
滑

狭

に
あ

っ

た

｡
5
.ス
セ
リ
姫
は
大
国
主

神
と
結
婚
す
る
｡
大
国
主
は
後
に
少
彦
名
神
と
協
力
し
て
営
農
に
功
あ
る
神
だ
か

ら
'
こ
の
結
婚
は
順
当
で
あ
ろ
う
O

最
後
に
②
③
④
で
あ
る
O
こ
の
三
女
神
の
生
れ
万
は
特
殊
で
あ
る
｡
ス
サ
ノ
ヲ
神

と
姉
天
照
大
神
と
が
互
い
に
所
持
品
を
交
換
し
､
噛
み
砕
い
て
吹
き
出
し
た
霧
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
O
ど
ち
ら
の
子
か

(生
み
出
し
た
行
為
者
と
は
別
に
)
に
つ
い
て
所

(所
希
島
)

伝
間
に
相
異
が
あ
る
が
､
｢
三
女
神
は
､
ス
サ
ノ
ヲ
神
の
物

か

ら

生
ま
れ
た
か
ら
ス

〔記
･紀
第
六
段
本
文
)

サ
ノ
ヲ
神
の
女
｣
と
天
照
大
神
が
判

定

し

た

も

の

(天
照
大
神
の
女
と
す
る
考
え
も

あ
る
が
)
｡
L
タ
キ
リ
姫
は

｢滝

(漢
)
り
｣
と
解
さ
れ
て
ス
サ
ノ
ヲ
の
水
の
作
用
に

(戟斉
の意
とも
)

結
び
つ
-
｡
2
.イ
チ
キ
シ
マ
に
つ
い
て
は
未
考
で
あ
る
が
､
イ

チ

は

や

は
り
崖
地

･

不
整
地
の
意
か
?

3
.タ
キ
ッ
は

｢滝

(漢
)

つ
姫
｣
と
見
ら
れ
て
L
に
似
る
｡

●

●

●

タ
n
リ

｢(た
き
)
つ
姫
｣
の
つ
は
格
助
詞
の
に
当
る
つ
か
｡
(書
紀
に
は

｢田
心
姫
｣
と
あ

り
､
コ
リ
を

｢霧
｣
と
と
る
の
が
普
通
だ
が

｢凝
り
｣
と
も
と
れ
る
か
Q
そ
う
な
ら

ば
､
田
の
土
が
乾
い
て
繁
る
意
と
な
る
)
0
9
.の
タ
ケ
ミ
ナ
カ
タ
神
は

｢宗
像
｣
に
縁

●

が
あ
る
か
､
と
さ
れ
て
い
る
が
､
出
雲
系
の
神
の
末
で
あ
り
､
長
野
県
の
ス
ワ
に
逃

れ
た
｡
以
上
､
自
然
地
名
か
ら
全
て
が
解
明
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
､
筆
者
と
し
て
は

ス
セ
リ
姫
が
解
け
た
こ
と
で
満
足
で
き
る
｡

結

論

一
､
生
成
的
観
点
よ
り
見
た
自
然
地
名

1
般
に
言
語
は

｢文
化
遺
産
｣
と
し
て
受
容

･
継
承
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る
｡
地
名
も
ま
た
何
ら
か
の
動
機

･
着
想
に
ょ
っ
て
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
を
使
い

続
け
て
い
る
と
言

っ
て
よ
い
O

さ
て
､
自
然
地
名
は
ど
ん
な
特
色
を
も
つ
で
あ
ろ
う
か
?

古
来
'
大
地
は
不

動
な
も
の
に
誓
え
ら
れ
る
o
L
か
し
､
更
め
て
考
え
る
ま
で
も
な
-
､
川
は
水
が

流
れ
､
海
岸
に
は
波
が
打
ち
寄
せ
､
空
に
は
風
が
吹
く
｡
と
り
わ
け
暴
風
雨
は
､

地
上
物
の
倒
壊

･
土
砂
崩
壊

･
洪
水
を
惹
起
し
､
上
流
部
が
削
ら
れ
'
下
流
部
は

堆
積
す
る
.
現
代
'
河
川
は
護
岸
さ
れ
､
ダ
ム
が
作
ら
れ
て
､
水
害
の
報
に
接
す

る
こ
と
は
昔
に
く
ら
べ
て
格
段
に
少
な
-
な

っ
た
が
'
そ
の
日
で
古
代
を
見
て
は

正
解
を
期
し
え
な
い
｡
そ
う
い
う
所
は

一
洪
水
ご
と
に
地
形
が
変
わ
っ
た
と
言

っ

て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
｡
そ
の
変
化

･
生
成
を
上
代
人
は
眼
前
に
見
な
が
ら
生

活
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡

(上
沈
部
)

山
あ
い
の
谷
か
ら
大
量
の
土
砂
が
押
し
流
さ
れ
て
-
る
｡
そ
の
当

初

こ
そ
岩

が
露
れ
､
草
木
な
ど
も
倒
れ
混
じ
て
い
る
の
で

｢荒
｣
れ
果
て
た
相
を
口三
す
る
｡

(下
沫
部
)

し
か
し
後

に

は

､
土
砂
も
次
第
に
細
か
-
な
り
､
平
ら
に
堆
積
し
､
し
か
も
動
植

スサ

ス
サ

物
の
有
機
質
が
腐
敗
し
た
も
の
を
多
量
に
含
ん
で
肥
沃
で
あ
る
｡
荒

か
ら
洲

砂

を

ス
サ

ス
カ

生
み
出
し
､
そ
れ
が
農
地
と
し
て
好
適
で
あ
る
o
｢
洲

砂

｣

は
｢
洲

処

｣

と
も
言
い

(菅
が
繋
る
こと
が
多
い)

待
､
こ
れ
は

｢菅
｣
と
書

か

れ

る

こ

と

も
多
い
O
古
代
伝
東
に

｢菅
の
地
に
至

っ

(ス
サ
ノ
ヲ神
を
は
じ
め
)

て
清
々
し
｣
と
感
じ
て
そ
こ
に
住

む

話

が

幾

つ

か
あ
る
の
は
'
こ
こ
が
生
産
力
に

富
む
事
と
も
関
係
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
｡
ス
サ
ノ
ヲ
神
が
荒
む
神
で
恐
ろ
し
い

反
面
に
農
業
の
保
護
育
成
者
で
あ
る
ゆ
え
ん
は
こ
こ
に
あ
る
｡
こ
う
い
う
事
は
'

大
地
を
静
止
し
た
物
と
し
て
見
て
い
て
は
わ
か
ら
な
い
｡
筆
者
は
先
に

｢
ア
キ
地

名
｣
に
つ
い
て

｢剥
落

･
崩
壊

･
浸
食
か
ら
下
流
へ
の
堆
積
と
い
う
動
態
と
し
て

見
る
べ
き
｣
こ
と
を
述
べ
た
が
'
今
回
も
同
様
で
あ
る
O

こ
の
よ
う
に
動
態
で
見
る
べ
き
証
と
し
て
､
動
詞
と
魁
ん
だ
自
然
地
名
が
あ
る

こ
と
を
あ
げ
る
Q
先
行
論
文
に
示
し
た

｢坂
出
｣
｢尼
出
｣
'
そ
の
外

｢秋
成
｣
｢砂

(動
詞
)

押
｣
｡
｢須
走
｣
も

｢砂
走
｣
で
あ
ろ
う
｡
こ
れ
ら
皆
､
｢主
語
+
述

語

｣

の
構
成
と

(山
形県
小
国
町)

見
得
る
｡
今
回
の
サ
行
語
頭
の
例
で
は
｢
芹

出

｣

が
あ
る
O
こ
れ
は
複
合
動
詞
あ

(動
詞
)

る
い
は
主
語
+
述

語

と
見
得
る
｡
い
ず
れ
に
せ
よ
大
地
を
動
態
と
し
て
見
た

一
証

で
あ
る
｡

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
実
態
的
な

｢
ス

(砂

･
洲
)
｣
に
対
し
､
ど
ち
ら
か
と
言
え
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(
性
状
的
)

ば
動

態

的

な

｢
セ

(追
)｣
が
続
い
て

｢
ス
セ
｣
が
あ
り
､
ま
た
殆
ど
動
詞
と
見
て

い
い

｢
セ
リ
｣
が
あ
る
｡
そ
う
す
れ
ば
､

ス

(主
語
)
+
セ
リ

(述
語

･
動
詞
)
(∬
ス
セ
･
リ
)

と
い
う
地
名
が
あ
り
得
る
｡
こ
の
形
は

｢
ス
セ
｣
を
更
に
明
確
に
動
詞
化
し
た
と

言
え
る
語
形
で
あ
る

(も

っ
と
も
ス
セ
リ
と
い
う
地
名
は
ま
だ
見
出
し
て
い
な

ス
セ
リ

い
)
｡
本
論
に
の
べ
た
と
お
り
ス
サ
ノ
ヲ
神
の
娘
が
須
勢
理
姫
で
あ
る
の
は
極
め

(ス
セ
リ
で
な
く
)

て
自
然
で
あ
る
｡
見
出
さ
れ
た
の
は
､
セ

リ

で

あ

る

が
､
そ
の
上
流
に
ス
サ
ノ
ヲ

神
を
配
る
神
社

(高
松
神
社
)
が
あ
り
､
そ
の
下
流
に
セ
リ
地
名
が
あ
る

(滋
賀

●

県
多
賀
町
八
重
練
～
彦
根
市
芹
町
)
の
は
示
唆
に
富
む
｡

ス
サ
ノ
ヲ
神
を
､
単
に

｢荒

･
武

･
暴
｣
と
の
み
考
え
る
の
で
な
-
､
彼
の
親

族
子
孫
を

1
貫
し
て
生
成
的
に
み
る
こ
と
に
ょ
っ
て
､
彼
が
生
み
出
し
た
子
か
ら

逆
に
彼
の
真
実
の

1
端
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
考
え
れ
る
O

二
､
種
々
な
関
連

自
然
地
名
に
着
眼
し
､
地
形

･
地
質

･
川
の
作
用
を
見
つ
づ
け
て
き
た
｡
は
じ

め
の
う
ち
は
気
づ
か
な
か
っ
た
が
､
視
野
に
入
っ
た
地
名
語
が
多
-
な

っ
て
浮
上

し
た
の
が
､
こ
の

｢関
連
｣
で
あ
る
｡

本
論
文
中
で
も

｢サ
セ
ボ
ー
サ
ザ
｣
｢ウ
サ
ー
サ
サ
レ
｣
な
ど
が
あ

っ
た
O
こ
う

い
う
関
連
も
今
ま
で
は
語
形
が
類
似
す
る
も
の
の
中
で
考
え
て
き
た
が
､
今
回
の

●
●

●
●

●
●

●
●

研
究
で
ス
ズ
カ

(鈴
鹿
)
-
セ
リ
カ

ハ

(
芹
川
)
-
タ
ガ

(
多
賀
)
1
セ
リ

(スセ)

(芹
)
な
ど
の
地
名
と
と
も
に
､
｢多
賀
｣
-
ス
サ
ノ
ヲ
の
神

･
ス
セ
リ
姫
な
ど
が

語
形
の
類
似
以
外
に
及
ん
で
相
互
関
連
を
も
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
0

本
論
第
二
章
に
､
イ
ザ
ナ
ギ
の
神
は
ス
サ
ノ
ヲ
を
天
上
国
か
ら
追
放
し
､
直
ち

に
近
江
の
多
賀
に
坐
す
と
語
ら
れ
る
の
は
何
故
か
?
に
触
れ
た
o
こ
の
多
賀
に
つ

い
て
は
既
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
､
そ
の
と
き
調
査
し
た
の
が
多
賀
神
社
に
比

タキ

較
的
近
い
範
囲
で
あ

っ
た
た
め
､
川
の
｢
滝

状
の
流
れ
｣
と
結
び
つ
け
た
結
論
も

い
ま
ひ
と
つ
迫
る
も
の
が
足
り
な
か
っ
た
｡
し
か
し
今
回
､
上
流
の
土
砂
崩
れ
痩

スサ

セ

食
(
荒

-
ス
サ
ノ
ヲ
神
)
と
下
流
の
堆
積
(
迫

り
上
り
-
ス
セ
リ
姫
)
と
を
川
に

結
び
つ
け
て
見
る
考
え
方
を
す
る
と
､
正
に
地
名
地
相
が
一
貫
し
て
結
び
つ
-
こ

と
が
確
め
ら
れ
た
｡
即
ち
､
最
上
流
は
断
層
を
伴

っ
て
険
し
-
､
浸
食
の
激
し
い

鈴
鹿
山
脈

(最
北
端
)
で
､
中
流
の
八
重
練

(ち
ょ
う
ど
低
地
に
降

っ
た
所
)
に

ス
サ
ノ
ヲ
神
を
柁
る
高
松
神
社
が
あ
る
Q
少
し
下

っ
た
多
賀
に
は
､
イ
ザ
ナ
ギ
神

が
神
鋲
り
ま
し
､
最
下
流
で
土
砂
の
堆
横
地
が
セ
リ

(芹
)
と
よ
ば
れ
る
｡
そ
の

川
全
体
が
芹
川
で
あ
る
｡
こ
れ
は
ま
さ
に
､
本
論
に
の
べ
た

｢崩
壊

･
浸
食
-
逮

搬

･
堆
積
｣
の
川
の
作
用
が
自
然
地
名
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
o

更
に
興
味
深
い
の
は
､
こ
の
八
重
練
に
伝
え
ら
れ
た
伝
承
な
ら
ば
､
古
事
記
に

(禾
患
責
40
集)

感
じ
た
疑
問
は
解
消
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
｡
こ
の
伝
承
は
既
に
転
載
紹

介

し

た

が
､
要
所
の
み
再
録
す
る
｡

大
字
八
重
練
高
松
神
社
に
は
､
素
糞
鳴
尊
が
把
ら
れ
て
あ
り
ま
す
｡
神
代
の

昔
､
素
糞
鳴
尊
は
､
伊
弊
諾
尊
'
伊
井
再
等
､
事
勝
国
勝
長
狭
命
と
共
ど
も
､

杉
坂
山
御
神
虞
に
御
降
臨
に
な
り
ま
し
た
あ
と
､
旧
杉
坂
道
を
お
降
り
に
な

り
､
杉
坂
山
山
麓
八
重
練
高
松
の
地
に
お
着
き
に
な
り
ま
し
た
｡

素
義
時
尊
は
他
の
神
が
み
を
は
ば
か
ら
ず
､
ま
っ
先
に
こ
こ
を
安
ら
ぎ
の
地

に
お
定
め
に
な
り
ま
し
た
｡
事
勝
国
勝
長
狭
命
は
､
伊
弊
諾
尊
､
伊
井
再
尊
が

多
賀
の
清
地
に
鋲
ま
り
ま
す
こ
と
を
､
お
み
と
ど
け
に
な
り
ま
し
た
あ
と
､
敏

満
寺
胡
宮
に
官
居
を
お
き
だ
め
に
な
ら
れ
ま
し
た
と
'
昔
話
に
聞
い
て
お
り
ま

す
｡
(後
略
)

以
上
､
八
重
練
の
吉
田
さ
き
氏
の
伝
承
で
あ
る
O
『多
賀
町
の
民
話
集
』
(多
賀

町
教
育
委
員
会
編
集
)
所
収
｡

母
イ
ザ
ナ
,,,神
は
火
神
出
産
の
時
の
火
傷
で
先
立
っ
て
い
る
.の
が

1
緒
で
あ
る

と
い
う
所
伝
の
違
い
は
と
も
か
-
､
イ
ザ
ナ
ギ
神
は
ス
サ
ノ
ヲ
神
を
追
放
ど
こ
ろ

か
､

一
緒
に
天
降
り
し
て
い
る
O
古
事
記
で
子
息
を
地
上
に
追
放
す
る
こ
と
と
､

自
ら
が
地
上
国
の
多
賀
に
蘇

っ
て
い
る
こ
と
を
続
け
て
語

っ
て
い
る
不
自
然
は
'

こ
の
伝
承
の
よ
う
な
語
り
方
な
ら
ば
解
消
す
る
｡
そ
し
て
､
神
々
と
そ
の
宮
の
位

松

置
関
係
が
自
然
地
名
と
整
合
し
て
い
る

(た
だ
､
マ

ツ

地
名
の
解
明
が
残

っ
て
い

る
が
､
ま
ず
川
筋
な
ど
の
尾
板
状
の
地
形
を
言
う
点
は
動
か
な
い
で
あ
ろ
う
)
O

こ
の
伝
承
の
示
唆
深
さ
も
既
に
指
摘
し
て
お
い
た
が
､
今
回
芹
川
を
､
そ
の
水
源
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地
の
地
相
か
ら

1
貫
し
て
み
て
､
更
め
て
こ
の
意
味
深
さ
が
わ
か
っ
た
o
記
紀
の

よ
う
な

一
級
史
料
ば
か
り
で
な
-
､
細
々
と
地
方
に
語
ら
れ
た
伝
承
に
も
深
い
意

味
が
か
-
れ
て
い
る
事
が
あ
ろ
う
こ
と
に
注
意
し
て
行
き
た
い
｡

こ
の
八
重
練
の
伝
承
は
､
ス
サ
ノ
ヲ
神
の
本
拠
た
る
出
雲
地
方
を
遠
-
は
な
れ

て
い
る
の
に
､
川
の
作
用
と
地
形

･
地
名
が
相
関
し
､
出
雲
以
上
に
ス
サ
ノ
ヲ
神

･
ス
セ
リ
姫
の
真
義
に
迫
る
も
の
で
あ
る
O
ま
た
ス
サ
ノ
ヲ
神
と
と
も
に
考
え
て

こ
そ
イ
ザ
ナ
ギ
神
と
そ
の
官
居
た
る
タ
ガ
の
本
義
が
明
確
に
な
る
o
更
に
記

･
舵

･
風
土
記
な
ど
で
は
十
分
明
か
に
で
き
な
い
一
側
面
が
明
か
に
さ
れ
て
い
る
と
信

じ
る
｡
ま
た
､
イ
ザ
ナ
ギ
神

･
イ
ザ
ナ
,,,神

･
ス
サ
ノ
ヲ
神
を

l
緒
に
杷
る
例
は
､
岩

●
●

手
県
遠
野
市
の
多
賀
神
社
に
も
あ
り
'
な
お
外
に
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
'
今

後
の
課
題
の

一
つ
に
し
た
い
｡

ス
サ

ス

サ

さ
七
､

l
言
加
え
る
と
'
ス
サ
は
､
結
果
的
に
｢
荒

｣

と
｢
洲

砂

｣

と
の
両
義

を
持
つ
と
言
え
る
O
も
ち
ろ
ん
こ
の
二
つ
は
､
そ
れ
ぞ
れ
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と

で
あ
る
｡
し
か
し
､
こ
の
二
つ
の
意
味
に
関
連
が
あ
る
と
す
る
考
え
方
と
そ
の
方

法
が
噛
み
合

っ
た
論
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡

了

(
一
九
九
四

･
八

･
二
五
)
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